
生
産
と

「
消
費
」

の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て

(
後
編
〉

ー
ー
そ
の
基
礎
的
考
察
と
レ

i
ニ
ン
の
見
解
の
検
討
|
|

水

谷

謙

治

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

前
編

序第
一
節
生
産
力
の
無
制
限
的
発
展
傾
向
と
「
消
費
」
を
制
限
す
る
傾
向

第
二
節
二
つ
の
傾
向
の
矛
盾

第
三
節
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
と
い
わ
ゆ
る
「
再
生
産
論
」
と
の
関
連
ハ
以
上
第
三
四
巻

後
編
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

l
ニ
シ
の
見
解
に
つ
い
て

第
一
節
概
観
(
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
と
の
関
連
〉

第
二
節
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

i
ニ
ン
の
見
解

〔

I
〕
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
批
判
に
お
け
る
見
解

〔

E
〕
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
批
判
に
お
け
る
見
解

第

三

節

レ

l
ニ
ン
の
見
解
の
検
討
ハ
以
上
本
号
所
載
〉

第
二
号
所
載
〉

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

四



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

四

後
編

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
見
解
に
つ
い
て

第
一
節

概
観
l
i
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
と
の
関
連

l
i
l

本
編
で
は
、
前
編
の
生
産
と
「
消
費
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
諸
論
述
を
検
討
す

る
Q

ま
ず
、
彼
が
こ
の
問
題
を
あ
っ
か
う
よ
う
に
な
っ
た
諸
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
当
時
の
ロ
シ
ヤ
の
経
済
的
状
態
お
よ
び
九

0
年
代
に
お
け
る
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

九

0
年
代
の
ロ
シ
ヤ
は
、
空
だ
圧
倒
的
に
農
民
の
国
で
あ
り
、
農
業
に
お
い
て
は
地
主
的
大
土
地
所
有
制
が
優
勢
で
あ
っ
た
ο

し
か
し

工
業
で
は
、
木
綿
工
業
を
中
心
に
し
て
、
九

O
年
ま
で
に
ほ
ぼ
資
本
主
義
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
九

0
年
代
に
は
、
鉄
道
を
起
動
力

と
し
て
重
工
業
化
が
す
す
み
、
資
本
主
義
も
急
速
な
発
展
を
と
げ
る
。

九

0
年
代
は
史
上
空
前
の
大
飢
鐘
(
九
一
1
1
1
1

九
二
年
)
と
、
資
本
主
義
の
急
成
長
を
促
進
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
蔵
相
の
就
任
で
始
ま
っ
た
。

二
年
間
に
わ
た
る
大
飢
鍾
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
の
政
策
と
あ
い
ま
っ
ー
で
、
膨
大
な
出
稼
ぎ
や
難
民
を
生
み
だ
し
た
り
、
農
民
を
極
度
に
窮
乏
化

を
換
起
し
、

さ
せ
た
り
し
て
、
多
方
面
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
、
り
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
ロ
シ
ヤ
経
済
へ
の
危
機
感
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
へ
の
関
心

(

1

)

 

ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
の
本
格
化
を
、
つ
な
が
す
イ
ン
パ
ク
ト
に
も
な
ワ
た
。

ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
大
規
模
な
鉄
道
建
設
(
た
と
え
ば
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
)
を
起
動
力
に
し
て
、
資
本
主
義
を
急
成
長
さ
せ
る
諸
政
策
を



実
施
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら

ι要
す
ろ
資
金
は
、
主
と
し
て
外
債
と
農
民
へ
の
重
税
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
方
で

は
、
鉄
道
、
冶
金
、
石
油
、
繊
維
、
商
業
部
面
で
資
本
主
義
が
急
速
に
発
展
し
、
他
方
で
は
、
鉄
道
網
を
通
じ
て
農
民
生
活
と
商
業
と
の

結
合
、
労
働
力
の
移
動
が
促
進
さ
れ
、
農
民
層
分
解
が
す
す
ん
で
い
っ
た
。

九

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
資
本
主
義
の
発
達
に
照
応
し
て
、
労
働
者
の
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
が
増
加
、
拡
大
し
、
こ
の
運
動

へ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

ロ
シ
ヤ
社
会
民
主
労
働
党
の
第
一
回
大
会
が
聞
か
れ
た
の
は
、

一
八
九
八
年
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
レ

l
ニ
ン
が
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
論
じ
た
の
は
、

ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
と
は
、
農
民
改
革
(
一
八
六
一
年
〉
後
の
ロ
シ
ヤ
経
済
の
発
展
を
ど
う
評
価
し
、
そ
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
み

る
か
と
い
う
、
い
わ
ば
「
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
逼
命
」
を
め
ぐ
っ
て
八

0
年
代
後
半
か
ら
九

0
年
代
末
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
論
争
の
こ

〈

2
一

)

〔

3
)

と
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
経
済
学
者
と
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
|
|
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
社
会
民
主

主
義
者
i
1ー
と
の
あ
い
だ
で
、
ま
た
後
者
の
あ
い
だ
で
行
わ
れ
た
。
前
者
で
は
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
(
筆
名
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
)
と
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン

(
筆
名
ニ
コ
ラ
イ
・
寸
ン
)
、
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
、
ト
ウ
ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
、

ブ
ル
ガ
コ
フ
、

社
会
民
主

主
義
者
で
は
プ
レ
ハ

l
ノ
プ
と
レ
!
ニ
ト
ン
ら
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ハ
1
)

田
中
真
爾
円
ロ
シ
ヤ
経
済
思
想
史
の
研
究
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一
一
房
)
で
は
、
こ
う
し
た
点
が
ス
ト
ル
l
ヴ
ミ
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
ら
の
証
言
に
も

と
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
同
書
、
第
七
章
)
。

(
2
)

最
近
に
お
け
る
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
の
諸
研
究
の
な
か
で
さ
し
あ
た
り
注
目
す
べ
き
著
書
と
し
て
、
田
中
真
晴
氏
の
前
掲
書
、
和
田
春
樹

『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
ロ
シ
ヤ
革
命
』
〈
頚
草
書
房
)
、
ヅ
ア
リ
ツ
キ
円
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
)
等
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
@

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

四



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
〉

四
四

(

3

)

ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
の
政
治
運
動
と
し
て
有
名
な
の
は
、
一
八
七
O
年
中
葉
の
「
ヴ
ィ
・
ナ
ロ

l
ド
運
動
」
や
一
八
八
一
年
の
「
人
民
の
意
志
派
」
に
よ

る
ツ

7
1
リ
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
)
暗
殺
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
広
い
意
味
で
の
ナ
ロ
1
6
ド
二
キ
主
義
を
ば
、
政
治
運
動
と
い
う
よ
り

も一

λ
六
O
年
初
頭
か
ら
一
九
Q
O年
に
か
け
て
の
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
巨
大
な
思
想
的
潮
流
|
|
後
発
ロ
シ
ヤ
か
ら
す
る
先
進
西
欧
資
本
主
義
A

の
批
判
的
態
度
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
ロ
シ
ヤ
独
自
の
社
会
主
義
的
ハ
本
質
上
で
は
農
民
民
主
主
義
的
)
志
向
と
を
特
徴
に
し
た
思
想
的
潮
流
|
|
と

と
ら
え
て
お
く
@
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
、
チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
ア
ス
キ
ー
を
そ
の
先
駆
と
す
れ
ば
、
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
と
り
わ
け
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
は
、
そ
の
経

済
学
的
見
解
の
完
成
者
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
@

主
観
的
に
は
マ
ル
ク
ス
を
支
持
し
、
国
内
市
場
の
不
足
と
外
国
市
場
に
お
け
る
立
遅
れ
か
ら
ロ
シ
ヤ
資
木
主
義
の
没
落
を
最
初
に
主
張

し
た
の
は
、
サ
ロ

1
ド
ニ
キ
経
済
学
者
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
で
あ
る
。

機
械
生
産
は
急
速
に
増
大
す
る
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
賃
銀
は
上
昇
せ
ず
、
資
本
家
も
労
働
者
の
消
費
を
こ
え
る
剰
余
分
を
全
部
消
費
で

き
な
い
、
し
か
も
機
械
生
産
で
破
滅
さ
せ
ら
れ
た
多
数
の
独
立
生
産
者
は
、
一
雇
用
の
機
会
を
見
出
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
需
要

は
生
産
拡
大
に
立
遅
れ
、
商
品
過
剰
が
生
ず
る
の
で
、
外
国
市
場
が
不
可
欠
に
な
る
。
し
か
し
対
外
的
な
競
争
に
お
い
て
は
、
後
進
ロ
シ

ヤ
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
は
没
落
の
運
命
に
あ
る
1
1
1
。
彼
は
、
著
書
『
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
運
命
』

(

4

)

 

(
一
八
八
三
年
)
と
、
論
文
「
市
場
に
お
け
る
商
品
の
供
給
過
多
〈
一
八
八
一
二
年
ど
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
の
主
張
に
は
、
二
大
部
門
に
お
け
る
総
資
本
の
実
現
と
い
う
視
角
は
皆
無
で
あ
る
。
市
場
不
足
説
も
素
朴
な
過
少
消
費
説
で
し
か
な

(
も
っ
と
も
、
当
時
は
『
資
本
論
』
も
第
一
部
し
か
出
て
い
な
か
っ
た
)
。

マ
ル
ク
ス
の
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
命
題
や
「
再
生
産
論
」
を
、

ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
分
析
に
利
用
し
、
論
争
を
本
格
化



『
資
本
論
』
全
三
巻
の
訳
者
と
し
て
も
、
た
び
重
な
る
マ
ル
グ
ス
、

文
通
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
主
著
『
わ
が
国
の
改
革
後
の
社
会
経
済
概
要
』
(
一
八
九
三
年
)
は
、
ロ
シ
ヤ
で
の
最
初
の
本
格
的
な

さ
せ
た
の
は
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の

資
本
主
義
分
析
の
書
で
あ
り
、
当
時
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
思
潮
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
論
旨
は
お
お
よ
そ
っ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

年
間
生
産
物
中
の
可
変
資
本
部
分
は
、
労
賃
を
圧
下
さ
せ
よ
う
と
す
る
資
本
の
作
用
ゃ
、
生
産
性
の
増
大
に
と
も
な
う
雇
用
労
働
者
の

減
少
(
過
剰
人
口
の
増
加
)
に
よ
っ
て
限
制
さ
れ
る
。
剰
余
価
値
部
分
も
、
そ
の
全
部
改
資
本
家
階
級
の
個
人
的
消
費
に
よ
っ
て
は
実
現

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
一
部
は
曹
積
さ
れ
る
し
、
ま
た
蓄
積
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
生
産
手
段
部
門
の
急
速
な
成
長
が
生
じ
、
消

費
手
段
の
大
量
生
産
(
こ
の
面
で
の
M
の
増
大
)
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
鉄
道
を
基
軸
と
す
る
資
本
主
義
の
発
展
は
、
農
民
を

市
場
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
貧
困
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
而
で
も
国
内
市
場
を
縮
小
き
せ
る
。
か
か
る
人
民
大
衆
の
貧
困

化
は
、
資
本
主
義
が
そ
の
発
展
に
お
い
て
生
み
だ
す
自
分
自
身
へ
の
障
害
で
あ
り
、
自
己
の
基
本
的
矛
盾
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
困
難
か
ら
の
活
路
は
、
こ
れ
を
外
国
市
場
に
も
と
め
る
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
後
進
ロ
シ
ヤ
は
他
国
と
の
競
争
に
お
く
れ
を
と
る

の
で
、
そ
の
発
展
は
重
大
な
危
機
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
ロ
シ
ヤ
は
資
本
主
義
的
発
展
の
道
で
は
な
く
、
農
村
共
同
体
に
依

拠
し
た
社
会
主
義
へ
の
道
を
志
向
す
べ
き
で
あ
る
。

彼
は
こ
う
し
た
見
解
を
、

ロ
シ
ヤ
経
済
の
諸
資
料
の
分
析
お
よ
び
『
資
本
論
』
と
マ
ル
グ
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
の
書
簡
の
お
び
た
だ

し
い
引
用
等
に
依
拠
し
て
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
彼
は
、
生
産
力
の
増
大
に
対
応
す
る
労
賃
部
分
の
減
少
を
国
内
市
場
縮
小
の
一
因
と
し
て
説
く
さ
い
に
、
生
産
と
「
消
費
」
の

(

7

)

 

矛
盾
に
か
か
わ
る
『
資
本
論
』
の
命
題
(
第
二
部
第
二
篇
、
注
三
一
一
)
を
利
用
し
て
い
る
。

被
は
、
こ
の
「
矛
盾
」
を
、
生
産
力
の
上
昇
に

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

四
五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

囚
ノ、

対
す
る
制
限
さ
れ
た
消
費
と
の
矛
盾
、
資
本
家
的
生
産
お
よ
び
流
通
の
諸
形
態
と
現
存
の
生
産
力
と
の
矛
盾
と
し
て

!
i事
実
上
で
資
本

主
義
的
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
の
あ
り
か
た
と
し
て
l
lー
と
ら
え
、
資
本
主
義
が
自
ら
の
発
展
で
生
み
だ
し
た
自
己
へ
の
「
障
害
」
だ

と
の
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
主
張
に
対
し
て
、

に
お
よ
ぼ
ナ
不
変
資
本
部
分
の
役
割
の
看
過
と
い
う
点
か
ら
批
判
し
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
た
ち
は
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
市
場
理
論
を
、
資
本
主
義
の
発
展

ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
必
然
的
発
展
を
主
張
し
た
。

彼
ら
の
一
方
は
、
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
ヴ
ィ
ッ
テ
の
資
本
主
義
的
諸
政
策
を
支
持

し
、
多
く
が
革
命
運
動
に
参
加
せ
ず
に
合
法
的
職
業
に
つ
き
、
合
法
的
出
版
物
記
自
分
た
ち
の
見
解
を
発
表
し
て
い
た
。
ス
ト
ル

i
ヴ
ェ

が
ロ
シ
ヤ
の
資
本
主
義
的
発
展
を
支
持
し
、

H

わ
れ
わ
れ
に
は
文
化
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
資
本
主
義
の
学
校
に
行
こ
う
H

と
の
べ
て
、

ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
や
革
命
的
青
年
か
り
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
先
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
か
な
り
よ
く
知
立
て
山
川
Q

「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
L

の
他
方
の
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
批
判
は
、
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ

の
い
わ
ば
「
没
落
論
」
と
対
照
的
な
「
発
展
論
し
と
呼
び
う
る
か
た
ち
で
、
プ
レ
ハ

l
ノ
フ
に
よ
っ
て
入

0
年
代
の
後
半
か
ら
行
わ
れ

た
。
九

0
年
代
に
入
り
、
論
争
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
レ

l
ニ
ン
が
登
場
し
、
経
済
理
論
と
ロ
シ
ヤ
の
経
済
分
析
へ
の
適
用
と
い
う
面

で
主
要
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
。

(

4

)

∞
・
回
・
〔
回
・
コ
・
∞
。
。
。
官
民
。
国
U

・《のいじ
H
r
m
同区同国口出吋一

2
5冨
同
国
℃
。
内
内
国
国
》
の
ロ

F
H∞∞
M

W

(

『
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
運
命
勺
こ
の

著
書
に
み
ら
れ
る
資
本
主
義
没
落
論
の
論
旨
は
、
松
岡
保
氏
の
論
文
「
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
」
に
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

(
桑
原
武
夫
一
編
寸
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
比
較
研
究
』
八
筑
摩
書
一
房
一
〉
所
載
)
@

(

5

)

司民間
O
旬
白
酔

i
o
z
r
(
司
・
同
印
国
民
巾
勾
『
向
。
出
)
《
O
占巾日
UHG
同国内呂田巾吋
Q

図。日以巾
A

サ

0
3向巾
E
5可。。。
E
巾
2
国巾出回目
O
可C
H
O
ω

出国内吋国同》一のコ
9
・
H

∞3
・

東
大
社
研
に
あ
る
本
書
の
コ
ピ
ー
を
み
る
に
あ
た
っ
て
、
和
国
春
樹
氏
の
好
意
を
え
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。

(

6

)

吋
由
富
民

P
2
J勺
-
H
N由
i
H
N
F
N
2
1
N
O
少∞
ω
∞lωAHm-



(
7
〉
「
わ
れ
わ
れ
は
今
や
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
に
お
い
て
は
:
:
:
新
た
に
生
産
さ
れ
た
全
生
産
物
の
う
ち
、
労
動
者
階
級
に
向
け
ら
れ
る
べ
き

生
産
物
が
必
然
的
に
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
。
ま
た
こ
れ
と
同
時
に
、
つ
ぎ
の
こ
と

i
i資
本
主
義
は
そ
れ
自
身
と
し
て
自
己
の

発
展
を
掘
り
く
ず
す
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
労
働
者
の
分
け
前
を
減
少
さ
せ
、
正
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
に
固
有
の
園
内
市
場
を
縮
小
さ

せ
る
こ
と
ー
ー
を
知
る
の
で
あ
る
@
『
労
働
者
は
商
品
の
買
手
と
し
て
市
場
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
商
品
i

|
労
働
力
1
i
i
の

売
手
と
し
て
は
資
本
主
義
社
会
は
そ
の
価
値
を
最
低
限
に
制
限
す
る
傾
向
が
あ
る
』
」
(
叶
白
ζ
U
V
R
p
n
G
-
見∞)。

(
8〉
叶
田
富
民
♂
円
H
J
m
y
ω
A
H日・

(

9

)

斗
白
露
》
問

p
s，日

y
N
O
ω
・

ハ叩
)

A

・
ヴ
ア
リ
ツ
キ
前
掲
書
、
二
三
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
レ
l
ニ
ン
も
ス
ト
ル

i
ヴ
ェ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
「
望
む

べ
き
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
発
展
を
お
さ
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
反
対
に
そ
れ
を
完
全
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
最
後
ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
」
と
の
べ
て
い
る
。
《
己
目
白
出
回
目
。
話
回
巾

2
5》
H
U
E
-
s
h
2
5
5
4田町官
o
P
2
-
v
品
臼
(
『
レ

i
ニ
ン
全
集
』
第
四
版
八
大
月
書
庖
〉
、
訳
、

五

}
0
ペ
ー
ジ
@
以
下
で
引
用
す
ろ
レ
l
ニ
ン
の
叙
述
は
す
べ
て
右
全
集
か
ら
の
も
の
と
し
、
単
に
『
全
集
』
と
略
記
す
る
。
訳
本
も
右
大
月
版
と

す
る
。
た
だ
し
、
訳
し
方
は
多
少
修
正
し
て
あ
る

V

レ
l
ニ
ン
は
、

ロ
シ
ヤ
の
、
特
に
農
業
の
経
済
的
藷
事
実
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
に
お
け
る
階
級
的
な
観
点
の
欠
如

と

『
資
本
論
』
の
誤
っ
た
理
解
と
を
批
判
し
た
。
当
時
の
レ

l
ニ
ン
に
と
っ
て
緊
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
社
会
民
主
労
働
党
綱
領
の
理

論
的
基
礎
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
、

ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
な
か
ん
ず
く
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
の
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
分
析
に
対
し

て
、
彼
の
階
級
的
な
資
本
主
義
分
析
を
対
置
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ナ
ロ
!
ド
ニ
キ
と
の
論
争
に
と
も
な
い
、
九

0
年
代
中
葉
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
あ
い
だ
で
も
、
ま
た
彼
ら

と
レ

1
ニ
ン
と
の
あ
い
だ
で
も
、

「
再
生
産
論
」
の
理
解
、
と
り
わ
け
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
理
解
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
行

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

四
七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

四
;i、

わ
れ
た
。

レ
i
ニ
ン
は
、
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
批
判
に
さ
い
し
て
も
こ
の
「
矛
盾
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
と
の

論
争
に
お
い
て
、
こ
れ
を
よ
り
積
極
的
に
正
面
か
ら
論
ず
る
よ
う
に
な
る
。

「
矛
盾
」
に
関
す
る
論
文
を
含
む
彼
の
著
述
と
論
文
に
は
、

つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。

A
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
」
(
一
八
九
三
年
)

B
「
経
済
的
ロ
マ
ン
主
義
の
特
徴
づ
け
に
よ
せ
て
」
(
一
八
九
七
年
)

c
「
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
」
(
一
八
九
六
i
九
九
年
)

D
「
市
場
理
論
の
問
題
へ
の
覚
え
書
」
(
一
八
九
八
年
)

E
「
ふ
た
た
び
実
現
理
論
の
問
題
に
よ
せ
て
」
(
一
八
九
九
年
)

F
「
ぺ
・
ネ
ジ
ダ

i
ノ
フ
氏
へ
の
回
答
」
(
一
八
九
九
年
)

G
「
プ
ロ
コ
ポ
ヴ
ィ
チ
『
西
欧
に
お
け
る
労
働
運
動
』
の
書
評
」
(
一
八
九
九
年
)

こ
れ
ら
の
叙
述
は
、
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
を
批
判
す
る
べ
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ロ
シ
ヤ
資

本
主
義
論
争
の
一
環
を
な
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
叙
述
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
再
生
産
論
」
に
関
す
る
問
題
を
重
要
な
テ

l
マ
に
し
て
い
る
。

が
こ
の
よ
う
に
重
視
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
経
済
学
者
た
ち
の
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
で
は
、
市
場
問
題
が
最
も

「
再
生
産
論
」

重
要
な
地
位
を
し
め
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
批
判
に
さ
い
し
て
は
、

(

日

)

理
論
的
諸
点
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
が
「
再
生
産
論
」
と
の
関

「
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

『
市
場
理
論
』
の
基
本
的
な
抽
象
的
、

連
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

一
方
で
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
(
と
く
に
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
)
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
誤
っ
た
理
解
が
「
再
生
産



論
」
の
無
理
解
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
こ
の
関
連
の
無
理
解
か
ら
マ
ル
ク
ス
や
レ

l
ニ
ン
を
批

判
し
た
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
に
対
し
て
も
、
反
論
や
批
判
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
詩
論
述
は
、
さ
し
あ
た
り
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ

は
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
批
判
の
ぱ
あ
い
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
批
判
の
ば
あ
い
で
あ
る
。

て
、
二
つ
の
ぱ
あ
い
に
お
け
る
こ
の
「
矛
盾
」
に
関
す
る
彼
の
諸
論
述
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

(
日
)
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
一
ペ
ー
ジ
(
訳
、
五
一
ペ
ー
ジ
〉
。

な
お
「
論
争
」
を
概
観
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
当
面
の
視
角
か
ら
重
視
す
べ
き
一
八
八

O
年
|
|
九
0
年
代
の
著
述
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

一
八
七
二
(
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
)
「
資
本
論
」
第

一
部
ロ
シ
ヤ
語
-
訳

ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
「
改
革
後
の
我
国
社

会
経
済
概
要
」
(

I

)

ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
「
ロ
シ
ヤ
に
於
る

資
本
主
義
の
運
命
」

ユ
ゾ
ャ
コ
フ
「
ロ
シ
ヤ
に
於
る
農
業

生
産
の
諸
形
態
」

ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
「
市
場
に
於
る
商

品
の
過
多
」

チ
ホ
ミ

i
ロ
フ
「
我
々
は
革
命
か
ら

何
を
期
待
し
う
る
か
」

(
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
)
「
資
本
論
」
第

ご
部
ロ
シ
ヤ
語
訳

ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
「
軍
国
主
義
と
資

本
主
義
」

一
八
八
O

/¥ i¥. F、
四

八
五

JI、
九

ジ
i
ベ
ル
「
ロ
シ
ヤ
に
於
る
資
本
主
義
」

ジ
i
ベ
ル
「
リ
カ

i
ド
と
マ
ル
ク
ス
」

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

つ
ぎ
に
節
を
あ
ら
た
め

〈
ブ
レ
ハ

l
ノ
フ
〉

ヤ
語
訳

「
共
産
党
宣
言
」
ロ
シ

プ
レ
ハ

l
ノ
フ
「
社
会
主
義
と
政
治
闘
争
」

「
空
想
か
ら
科
学
へ
」

(
ザ
ス

i
リ
チ
)

ロ
シ
ヤ
語
訳

プ
レ
ハ

l
ノ
フ
「
我
々
の
意
見
の
相
違
」

四
九



一
八
九
三

生
産
と
〔
消
費
」
の
矛
盾
(
い
杓
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
一
編
〉

ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
「
改
革
後
の
我
国
社

会
経
済
概
要
」
ハ
続
)

ユ
ジ
ャ
コ
フ
「
ロ
シ
ヤ
の
経
済
的
発

展
の
諸
問
題
」

ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
キ

l
〈
マ
ル
ク
ス
主

義
批
判
)

ダ
ニ
エ
リ
ゾ
ン
「
我
国
経
済
的
発
展

の
諸
条
件
・
・
・
」

ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
「
理
論
経
済
学
概

要
」(

ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
)

三
部
ロ
シ
ヤ
語
訳

九
四

九
五

九
六

九
七

九
/¥. 

九
九

「
資
本
論
」
第

五
0 

ス
批ト
判ノレ
的 l
覚ヴ
書エ
L 

ー「

ロ
シ
ヤ
dコ
経
済
的
発
展

ブレ レ レ
レ的 I I て l
ハ内ニ ニ 」ニ

i容ンン ン
ノ L" ， 
フナ人 い
「ロ民 わ
史!のゆ
的ド友 る
ーニと 市

元キば 卓

論主何 尚
」重量か 員

」一月」

ょ
せ

プ
ル
ガ
ゴ
ブ
「
資
本
家
的
生
産
下
で
の
市
場

に
つ
い
て
」

ト
ウ
ガ
ン
「
過
去
と
現
在
に
於
る
ロ
シ
ヤ
ヱ

場
」

ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
「
資
本
家
的
生
産
下
で
の
市

場
・
・
・
問
題
」

ネ
ジ
ダ

i
ノ
フ
「
資
本
家
的
生
産
下
で
の
市

場
問
題
・
・
・
」

(レ

l
ニ
ン
、
「
ロ
シ
ヤ
に
於
る
資
本
主
義

の
発
達
」
に
着
手
)

レ
i
ニ
ン
「
経
済
学
的
ロ
マ
ン
主
義
の
特
徴

つ
け
:
・
」

レ
i
ニ
ン
「
市
場
理
論
の
問
題
へ
の
覚
書
」

レ
l
ニ
ン
「
再
び
実
現
理
論
の
問
題
に
ょ
せ

て」

レ
!
ニ
ン
「
べ
・
ネ
ジ
グ

i
ノ
フ
氏
へ
の
回

答
」

レ
i
ニ
ン
「
ロ
シ
ヤ
に
於
る
資
本
主
義
の
発

達
」
(
出
版
)



第
二
節

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
見
解

ロ1
4〕

ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
批
判
の
ば
あ
い

こ
の
ば
あ
い
の
生
産
と
「
消
費
」
に
関
す
る
諸
論
述
は
、
さ
き
に
列
挙
し
た
諸
論
文
や
著
作
の
う
ち
、
主
と
し
て

A
、
B
、
C
に
含
ま

れ
て
お
り
、
時
期
的
に
は
、
ほ
ほ
一
八
九
三
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
の
も
の
は
、

「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
」
の
な
か
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
右
の
論
文
は
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
市
場
理
論

を
批
判
し
よ
う
と
し
た
ク
ラ
シ
ン
の
報
告
の
検
討
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
グ
ラ
シ
ン
は
、
生
活
手
段
部
門
に
対
す
る

生
産
手
段
部
門
の
独
立
性
を
論
拠
に
し
つ
つ
、
人
民
が
会
固
化
し
て
い
っ
て
も
市
場
は
発
展
し
う
る
と
の
べ
て
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
に
反
論
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
レ
!
ニ
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
有
機
的
構
成
高
度
化
表
式
を
利
用
し
、
第
一
部
門
の
独
立
性
の
意
味
と
意
義
を
明
ら
か
に

ー

ν

つ
つ
、

「
再
生
産
論
」
は
資
本
主
義
の
全
面
支
配
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
右
の
独
立
性
に
よ
っ
て
は
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
発
展
の
可
能

性
と
い
う
問
題
に
は
答
え
ら
れ
な
い
、
そ
の
答
え
は
、

ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
い
う
事
実
に
も
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
、

(

珍

〉

い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
の
レ

l
ニ
ン
の
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
批
判
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
右
の
点
に
あ
る
。

と
主

張
し
た
。

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
つ
ぎ
の
叙
述
は
、
「
生
産
手
段
の
最
も
急
速
な
増
大
と
い
う
法
則
」
に
関
す
る
結
論
へ
の
「
補
足
」

と
し
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
(
ゴ
チ
ッ
ク
は
水
谷
〉
。

引
用
1

「
第
一
に
、
前
述
の
こ
と
は
(
生
産
手
段
の
最
も
急
速
な
増
大
と
い
う
法
則
の
意
義
は
機
械
労
働
に
よ
る
手
労
働
の
代
置
が
生
産
手
段
の

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

五

生
産
発
展
を
要
求
し
、
総
生
産
の
な
か
で
機
械
と
そ
の
原
料
が
よ
り
大
き
な
地
位
を
し
め
る
こ
と
に
あ
る
、

と
い
う
こ
と
|
|
水
谷
)
、
マ
ル
ク
ス
が
つ

ぎ
の
言
葉
で
か
た
っ
て
い
る
あ
の
『
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
お
け
る
矛
盾
』
を
、
す
こ
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

『
商
品
購
買

者
と
し
て
の
労
働
者
は
市
場
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
商
品
i
l
l
労
働
力
|
|
の
販
売
者
と
し
て
は
、
資
本
主
義
社
会

は
、
労
働
力
を
最
低
価
格
に
制
限
す
る
傾
向
が
あ
る
』
(
:
:
:
)
。
:
:
:
資
本
主
義
社
会
で
は
、
消
費
資
料
を
生
産
す
る
社
会
的
生
産
の
あ

の
部
分
も
ま
た
、
増
大
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
生
産
手
段
の
生
産
の
発
展
は
、
前
記
の
矛
盾
を
す
こ
し
先
へ
の
ば
す
だ
け
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
絶
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
矛
盾
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
排
除
と
と
も
に
始
め
て
排
除
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
自
明
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
矛
盾
の
う
ち
に
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
完
全
な
発
展
に
対
す
る
障
害
を
み
る
こ
と
は

の
生
産
者
を
例
に
と
っ
た
市
場
の
発
展
を
示
す
図
式
|
|
水
谷
)
に
よ
っ
て
、

(
こ
れ
は
ナ
ロ

I
ド
ニ
キ
が
好
ん
で
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
)
、
ま
っ
た
く
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
図
式
(
六
人

(

門

川

)

す
で
に
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
」
。

つ
ぎ
の
引
用
文
2
は
、
西
欧
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
と
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
主
義
と
の
関
係
を
あ
つ
か
っ
た
論
文
「
経
済
的
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
の
特
徴

づ
け
に
よ
せ
て
」
の
「
第
一
章

ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
の
経
済
理
論
、
五
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
蓄
積
」
に
み
ら
れ
る
叙
述
で
あ
り
、
引

用
文
3
は
、
同
章
「
七
、
恐
慌
」
に
み
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。

引
用
2
7
:
:
蓄
積
は
所
得
以
上
に
で
る
生
産
の
超
過
だ
と
い
う
こ
と
、

l
l
i
こ
れ
は
、
実
際
に
ま
っ
た
く
現
実
に
照
応
し
て
お
り
、

資
本
主
義
に
固
有
な
矛
盾
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
超
過
は
あ
ら
ゆ
る
蓄
積
の
ば
あ
い
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
じ
、
そ
し
て
こ
の
蓄
積

は
、
消
費
資
料
に
と
づ
て
そ
れ
に
照
応
し
た
市
場
の
増
大
が
な
く
て
も
、
ま
た
市
場
が
縮
小
す
る
ぱ
あ
い
に
さ
え
、
生
産
手
段
の
た
め
に

新
た
な
市
場
を
ひ
ら
く
の
で
あ
る
。
・
/
/
そ
れ
に
照
応
し
た
消
費
の
発
展
な
し
に
行
わ
れ
る
、
社
会
の
生
産
力
の
発
展
と
い
う
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
正
に
実
際
に
存
在
す
る
矛
盾
で
あ
リ
、
ま
た
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
本
質
そ
の
も
の
か



ら
で
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
感
傷
的
な
文
句
に
よ
っ
て
言
を
そ
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
。

引
用
3
「

:
H
・
オ
ン
氏
は
、
『
国
内
市
場
の
縮
小
』
に
つ
い
て
、
ま
た
『
人
民
の
消
費
能
力
の
低
下
』
に
つ
い
て
(
こ
れ
が
彼
の
見

解
の
中
心
点
で
あ
る
)
論
じ
な
が
ら
、
な
お
か
っ
、
:
:
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
と
い
う
事
実
、
不
十
分
な
消
費
と
い
う
事
実
を
確
認
し

て
い
る
人
た
ち
を
引
合
い
に
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
ふ
う
に
引
合
い
に
だ
す
こ
と
は
、
不
適
切
な
引
用
を
す
る
と

い
う
、
こ
の
著
者
に
と
っ
て
一
般
に
特
徴
的
な
能
力
を
示
す
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
彼
の
『
概
要
』

を
知
っ
て
い
る
読
者
な
ら
誰
で
も
、
・
:
:
彼
の
「
引
用
」
(
例
の
注
三
二
前
半
部
分
|
l
水
谷
〉
を
、
き
っ
と
お
ぼ
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た

H
・
オ
ン
氏
が
『
国
内
市
場
の
縮
小
』
を
も
(
心
、
恐
慌
を
も
(
:
:
)
こ
こ
か
ら
結
論
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
お
ぼ

え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
が
著
者
は
、
こ
の
文
章
(
:
;
)
を
引
用
し
な
が
ら
、
な
お
か
っ
、
こ
の
引
用
文
を
と
り
だ
し
た
そ

の
脚
注
の
末
尾
の
と
こ
ろ
を
ぬ
か
し
て
い
る
の
だ
。

/
(
そ
の
引
用
文
の
問
題
は
|
|
水
谷
)
、

す
な
わ
ち
、
資
本
家
は
剰
余
価
値
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
外
国
貿
易
を
実
現
の
分
析
に
も
ち
こ
む
こ

(

時

)

と
は
不
合
理
だ
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
『
編
で
始
め
て
』
と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
:
:
:
」
。

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
を
反
論
し
て
い
る
『
編
で
始

め
て
』
、

引
用
文
4
は
、
著
書
『
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
達
』
第
一
章
「
六
、

マ
ル
ク
ス
の
実
現
理
論
」
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

レ
l
ニ
ン
は
、
「
実
現
理
論
か
ら
で
て
く
る
主
要
な
結
論
」
と
し
て
、
「
園
内
市
場
の
発
展
は
消
費
資
料
の
増
大
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

生
産
手
段
の
増
大
に
よ
っ
て
な
お
」
と
指
摘
し
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

引
用
4

「
資
本
主
義
に
特
有
な
、

生
産
の
拡
大
に
対
す
る
無
制
限
の
志
向
と
、

人
民
大
衆
の
制
限
さ
れ
た
(
・
:
:
)
消
費
と
の
あ
い
だ

に
は
、
疑
い
も
な
く
矛
盾
が
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
矛
盾
を
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
が
国
内
市
場
の
縮
小
と
か
、
資
本
主
義

の
非
進
歩
性
と
か
、
等
々
い
う
彼
ら
の
見
解
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
好
ん
で
あ
げ
る
あ
の
諸
命
題
の
な
か
で
、
確
認
し

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
〈
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
一
編
)

五
回

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ら
の
命
題
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
と
り
あ
げ
よ
う
(
引
用
文
を
省
略
|
|
水
谷
Y
こ
れ
ら
す
べ

て
の
命
題
の
な
か
で
は
、
生
産
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
無
制
限
の
志
向
と
、
制
限
さ
れ
た
消
費
と
の
あ
い
だ
の
前
記
の
矛
盾
が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
『
資
本
論
』
の
こ
れ
ら
の
箇
所
か
ら
、
あ
た
か
も
マ
ル
ク
ス
が
資
本
主
義
社
会
に

お
け
る
剰
余
価
値
の
実
現
の
可
能
性
を
み
と
め
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
彼
が
恐
慌
を
過
少
消
費
に
よ
っ
て
説
明
し
た
か
の
よ
う
に
結

論
す
る
ほ
ど
、
不
条
理
な
こ
と
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
行
っ
た
実
現
の
分
析
は
、

『
不
変
資
本
と
不
変
資
本
と
の
あ
い
だ
の
流
通
が

終
極
に
お
い
て
は
個
人
的
消
費
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
』
(
:
)
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
同
じ
〈
刀
析
は
、
こ
の
古
制
限
』

の
真
の
性
格
を
示
し
、
国
内
市
場
の
形
成
に
お
い
て
は
消
費
資
料
が
生
産
手
段
に
く
ら
べ
て
よ
り
小
さ
な
殺
割
し
か
演
じ
な
い
こ
と
を
、

示
し
た
。
だ
か
ら
、
資
本
主
義
の
諸
矛
盾
か
ら
そ
の
不
可
能
と
か
そ
の
非
進
歩
怯
、
等
々
を
結
論
す
る
こ
と
ほ
ど
、
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
な

(
げ
〉

い
で
あ
ろ
う
」
。

(

辺

)

(
日
)

(
日
比
)

ハ
日
)

(

日

)

(

げ

)

『
全
集
』
第
一
巻
、
九
三
九
四
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一

O
六
|
一

O
七
ペ
ー
ジ
〉
参
照
。

同
第
一
巻
、
八
九
!
九
0
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一

O
二
i
一
O
コ
一
ペ
ー
ジ
)
。

同
第
二
巻
、
一
回
一
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
凹
二
一
凶
コ
一
ペ
ー
ジ
)
@

同
第
二
巻
、
一
四
九
l
一五
0
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
五
一
|
一
五
二
ペ
ー
ジ
)
。

同
第
三
巻
、
三
二
ペ
ー
ジ
(
訳
、
三
一
ペ
ー
ジ
)
。

同
第
三
巻
、
三
回
|
一
ニ
六
ペ
ー
ジ
(
訳
、
三
一
二
三
五
ペ
ー
ジ
〉
。

一
、
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
レ

I
ニ
ン
の
論
旨
は
、
資
本
主
義
社
会
で
は
生
産
手
段
の
最
も
急
速
な
増
加
が
行
わ



れ
、
市
場
の
形
成
に
お
い
て
も
消
費
資
料
は
生
産
手
段
よ
り
も
小
さ
な
役
割
し
か
は
た
さ
な
い
、
照
応
的
な
消
費
の
発
展
な
し
に
行
わ
れ

る
こ
う
し
た
生
産
力
の
発
展
は
矛
盾
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
資
本
主
義
の
本
質
に
根
ざ
し
た
実
生
活
の
矛
盾
で
あ
っ
て
、
国
内
市
場
の
縮
小

と
か
、
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
障
害
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

諸
引
用
文
の
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
を
想
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
批
判
の
的
は
、

見
解
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
(
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
オ
フ
流
)
資
本
主
義
没
務
論
の
基
本
は
、
右

「
矛
盾
」
を
発
展
へ
の
障
害
と
み
る

の
「
矛
盾
」
を
市
場
不
足
と
人
民
の
貧
凶

i
i
い
わ
ば
広
い
意
味
で
の
生
産
と
消
費
と
の
不
一
致
ー
ー
か
ら
説
き
、
こ
の
矛
盾
を
資
本
主

義
的
発
展
へ
の
障
害
と
み
る
と
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
は
、
資
本
主
義
に
内
在
的
な
諾
矛
盾
を
階
級
的
歴
史
的
に
と
ら
え

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
を
感
傷
的
な
文
句
で
片
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
レ

1
ニ
ン
の
論
述
が
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
に
多
く
さ
か
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
中
で
最
も
高
い
水
準

に
あ
り
、
始
め
て
生
産
と
「
消
費
し
の
矛
盾
を
川
一
資
本
論
』
に
即
し
て
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
に
対
す
る
直
接
的
批

判
は
、
た
と
え
ば
、
引
用
文
2
、
3
に
子
り
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
過
少
消
費
説
的
理
解
に
も
と
づ
く
引
用
の
仕
方
の
不
当

性
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
引
用
文
1
、
4
そ
の
他
の
論
述
は
、
彼
を
ふ
く
め
た
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
全
体
へ
の
批
判
と
み
な
し
う
る
。

と
こ
ろ
で
、
レ

l
ニ
ン
の
当
時
の
こ
う
し
た
諸
論
述
は
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
固
有
の
テ
!
?
と
し
て
解
明
し
た
も
の
と
い
う

よ
り
、
彼
ら
の
市
場
不
足
論
の
萎
本
的
批
判
を
補
足
し
、
注
意
し
た
も
の
と
い
い
う
る
。

つ
ま
り
、
市
場
不
足
論
を
農
民
層
分
解
の
無
理

解
や
生
産
的
消
費
の
看
過
と
い
う
点
で
批
判
し
た
の
ち
に
、
生
産
手
段
の
急
速
な
増
大
は
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
示
す
も
の
だ
が
、

そ
れ
は
実
在
的
で
本
質
的
な
矛
盾
で
あ
り
、
発
展
へ
の
障
害
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と

い
う
の
も
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
市
場
不
足
論
の
土
台
は
、
大
多
数
を
し
め
る
農
民
の
貧
困
化
に
お
か
れ
、

レ
l
ニ
ン
に
よ
る
批
判
も
、
主

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

五
五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

五
六

と
し
て
こ
の
点
に
向
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
に
は
、
発
展
し
た
資
本
主
義
の
「
矛
盾
」
や
「
再
生
産
論
」
に
関
す
る
問
題
は
、

第
二
義
的
な
も
の
に
な
る
。
け
だ
し
、
後
者
は
資
本
主
義
的
支
配
の
前
提
上
で
の
問
題
で
あ
り
、
大
多
数
を
し
め
る
農
民
の
貧
困
化
の
も

と
で
、

ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
発
展
は
可
能
か
と
い
う
問
題
に
は
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
答
え
は
農
民
分
解
と
い
う
事
実
の
分

析
に
も
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
九
三
年
当
時
、
『
資
本
論
』
に
即
し
て
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に

言
及
し
た
の
は
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
だ
け
で
あ
り
、

(
国
)

し
て
お
ら
ず
、

そ
の
彼
に
し
て
か
ら
が
当
時
は
ま
だ
、

「
第
三
部
」
に
お
け
る
「
矛
盾
」
の
叙
述
を
見
知

せ
い
ぜ
い
、

「
第
二
部
」
の
〔
注
三
二
〕
を
「
第
三
部
」
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
引
用
し
た
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

レ
l
ニ
ン
に
あ
っ
て
、
「
矛
盾
」
が
「
再
生
産
論
」
や
「
第
三
部
し
と
の
関
連
に
お
い
て
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
彼
が
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
批
判
し
、
彼
ら
と
論
争
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
「
第
三
部
」
を
み
て
い
な
か
っ
た
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
は
、
『
概
要
』
に
お
い
て
は
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
主
と
し
て
「
第
一

部
」
の
蓄
積
法
則
ゃ
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
空
想
か
ら
科
学
』
に
即
し
て
理
解
し
て
い
た
、

つ
ま
り
、
事
実
上
で
資
本
家
的
生
産
様
式
の
基

本
的
矛
盾
の
あ
り
か
た
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
『
空
想
か
ら
科
学
』
に
お
け
る
基
本
的
矛
盾
の
叙

述
の
一
お
を
引
用
し
つ
つ
、
「
社
会
化
さ
れ
た
生
産
と
生
産
物
の
私
的
所
有
と
の
矛
盾
」
を
説
明
す
る
一
端
「
資
本
主
義
的
生
産
品

通
の
諸
形
態
と
現
存
せ
る
生
産
力
と
の
矛
盾
」
か
ら
、

い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
む
い
。
彼
の
真
意
は
、
基
本
的
矛
盾
が
、

「
こ
の
諸
形
態
に
制
限
さ
れ
た
需
要
が
社
会
の
生
産
力
を
超
過
す
る
」

と
の
べ
て

一
方
で
は
労
賃
部
分
の
減
少
と
し
て
、
他
方
で
は
農
民

の
支
払
能
力
あ
る
需
要
の
減
少
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
こ
う
し
た
消
費
制
限
が
発
展
へ
の
障
害
を
な
す
か
ら
、
こ
の
解
決
は
基
本
的
矛
盾
の

排
除
H

農
民
的
社
会
主
義
へ
の
移
行
に
あ
る
、
と
主
張
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
彼
は
、
消
費

資
料
生
産
(
部
門
)
に
対
す
る
生
産
手
段
生
産
(
部
門
)
の
主
導
的
役
割
を
強
調
し
、
「
だ
か
ら
こ
そ
、
資
本
主
義
的
生
産
の
主
要
な
動
機



(

辺

)

は
個
人
的
消
費
だ
な
ど
と
い
う
誤
っ
た
見
解
は
、
何
の
価
値
も
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
の
主
張
は
、
他
の
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
と
く
ら
べ
る
限
り
で
は
、
理
論
的
に
み
て
数
段
高
い
水
準
に
あ
っ
た
と
評

価
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
と
一
消
費
」
の
矛
盾
に
関
し
て
は
、
ま
た
資
本
主
義
の
批
判
に
関
し
て
も
、
彼
を
他
の
ナ
ロ
!
ド
ニ
キ

と
同
水
準
に
お
き
、
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
的
な
ロ
マ
ン
主
義
者
と
い
う
側
面
で
の
み
評
価
す
る
こ
と
に
は
、
少
く
と
も
今
日
の
学
史
的
な
視
点

(幻〉

か
h

り
す
る
限
り
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。

(
刊
日
)
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
が
「
第
三
部
」
の
最
初
の
部
分
を
送
付
さ
れ
っ
た
の
は
、
一
八
九
四
年
で
あ
る
(
一
八
九
四
年
三
月
一
一

O
日
付
、
ェ
ン
ゲ
ル
ス

か
ら
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
へ
の
手
紙
)
。
ま
た
彼
に
よ
っ
て
ロ
シ
ヤ
語
「
第
三
部
」
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
六
年
で
あ
る
。

(
日
間
)
宮
・
開
・
巧
常
Z
-
M
0
・由・
M
g
l
N
日
目
(
訳
、
二
七
八
ペ
ー
ジ
)
@

(
却

)
a
O』
巾
勺
同
日
目
当
円
吋
勺
・

ωOAF-

(幻
)

H

，g
h
出
向
♂
円
、
吋
}
U

・
ωhFm-

〈
招
)
↓
mZ向
詫
巾
・

21日y
N

O人日
l
N
O
♂

(
お
)
レ
i
ニ
ン
に
も
、
時
と
し
て
こ
う
し
た
扱
い
方
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
@
そ
れ
は
彼
の
論
文
の
性
質
上
、
や
む
を
え
な
か
っ
た
点
も
あ

る
が
、
た
だ
、
今
日
、
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
経
済
理
論
の
学
説
史
的
研
究
を
行
う
さ
い
に
は
、
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
の
諸
論
述
を
全
体
と
し
て
と
り
あ
げ
、

ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
主
義
者
た
ち
の
な
か
で
彼
が
占
め
る
地
位
を
よ
り
明
確
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
@

E 

合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
批
判
の
ば
あ
い

こ
の
ぽ
あ
い
の
詰
論
述
は
、
ほ
ほ
一
八
九
六
年
か
ら
九
九
年
末
ま
で
の
も
の
で
、
前
掲
論
文

C
l
i
G
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

ト
ウ
ガ
ン
1

パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
や
ス
ト
ル

I
ヴ
ェ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
再
生
産
論
」
を
、
部
門
聞
の
均
衡
関
係
の
解
明
だ
と
考
え
、
『
資
本

論
』
「
第
三
部
」
第
一
五
章
に
お
け
る
、

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
叙
述
と
は
相
反
す
る
も
の
と
主
張
し
、

マ
ル
ク
ス
や
レ
!

ニ
ン
を
批
判
し
た
。
た
と
え
ば
、
ト
ウ
ガ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
〈
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
編
)

五
七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

五
八

「
実
現
の
第
一
条
件
(
社
会
的
生
産
の
比
例
性

|
i水
谷
)
の
仮
定
は
:
社
会
的
資
本
の
再
生
産
に
関
す
る
分
析
と
ま
っ
た
く
一
致
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
は
第
二
条
件
(
社
会
の
消
費
力
1

1
水
谷
)
の
指
摘
と
真
向
か
ら
矛
盾
し
て
い
る
。
/
:
・
マ
ル
ク
ス
は
、
販
売
不

振
の
、
二
つ
の
独
立
し
た
尿
因
と
し
て
、
比
例
性
の
欠
如
と
社
会
の
消
費
力
不
足
と
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

〈
削
出
)

デ
ィ
の
過
少
消
費
説
め
信
奉
者
た
る
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
」
。

み
ず
か
ら
シ
ス
モ
ン

レ
l
ニ
ン
の
論
文
「
市
場
理
論
の
問
題
へ
の
覚
え
書
き
」
は
、
こ
う
し
た
ト
ウ
ガ
ン
へ
の
反
批
判
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

論
文
で
彼
は
、
社
会
の
消
費
力
と
部
門
聞
の
比
率
性
は
無
関
係
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
「
消
費
の
一
定
の
状
態
は
均
衡
性
の
一
要
素
で
あ
る
」

と
指
摘
し
、
実
現
理
論
は
ト
ウ
ガ
ン
の
主
張
と
は
逆
に
、
生
産
と
一
消
費
」
の
矛
盾
を
否
定
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い

一
第
一
二
部
」
で
は
こ
の
「
矛
盾
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
た
の
で
担
。

る
こ
と
、
そ
し
て
、

ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
も
、
ト
ウ
ガ
ン
と
同
じ
見
地
か
ら
レ

i
ニ
ン
を
批
判
し
た
。

レ
1
ニ
ン
は
、

「
第
二
部
」
で
も
「
第
三
部
」
で
も
「
矛

盾
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
点
で
、
生
'
佐
と
消
費
と
の
調
和
の
理
論
日
生
産
物
の
均
衡
的
配
分
の
理
論
た
る
実
現
理
論
を
す

て
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
レ

l
ニ
ン
は
、
ス
ト
ル

i
ヴ
ェ
こ
そ
、
実
現
理
論
を
生
産
物
の
均

衡
的
配
分
の
理
論
と
誤
解
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。

引
用
5
「
抽
象
的

p

実
現
理
論
は
、

資
本
主
義
的
生
産
の
種
々
の
部
門
間
に
お
け
る
生
産
物
の
均
衡
的
配
分
を
想
定

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
・
:
実
現
理
論
は
、
資
本
主
義
社
会
で
は
生
産
物
が
つ
ね
に
均
衡
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
と
か
、
さ
れ
う
る
な
ど
と

は
、
決
し
て
主
張
し
な
い
」
。
〔
注
〕
「
抽
象
的
な
実
現
理
論
を
と
る
限
り
:
:
実
現
が
可
能
だ
と
い
う
結
論
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
か
し
、

抽
象
的
理
論
を
叙
述
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
実
現
過
程
に
固
有
な
矛
盾
を
一
示
す
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
私
の
論
文
で
は
こ
れ
が
示
さ
れ
て

い
る
」
。



つ
ぎ
の
二
つ
の
引
用
文
は
、
論
文
「
再
び
実
現
理
論
の
問
題
に
よ
せ
て
」
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(
ゴ
チ
ッ
ク
は
水
谷
)

Q

引
用
6
「
マ
ル
ク
ス
の
実
現
理
論
が
絶
大
な
科
学
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
理
由
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
そ
れ
が
こ
の
矛
盾
(
生
産
と
「
消
費
」

と
の
矛
盾
|
|
水
谷
)
が
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
れ
る
か
を
示
し
、

(
お
)

、」。

ま
た
こ
の
矛
盾
を
前
面
に
お
し
出
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

引
用
7

「
マ
ル
ク
ス
の
理
論
の
科
学
的
価
値
は
、
そ
の
理
論
が
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
と
の
過
程
を
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
、
生
産
の
巨
大
な
増
加
が
そ
れ
に
照
応
す
る
人
民
の
消
費
の
増
加
を
伴
わ
な
い
と
い
う
、
資
本
主
義

に
固
有
な
矛
盾
が
、

マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
け
弁

護
論
的
な
理
論
を
復
活
(
ス
ト
ル
!
ヴ
ェ
は
こ
う
夢
想
し
た
の
だ
が
)
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
道
に
、
弁
護
論
に
対
し
て
最
も
強
力
な
武

器
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
か
ら
は
:
:
:
均
衡
の
と
れ
た
再
生
産
と
流
通
が
行
わ
れ
る
ば
あ
い
で
さ
え
、
生
産
の
増
加
と
消

(
鈴
〉

費
の
制
隈
さ
れ
た
限
界
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
不
可
避
だ
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
」
。

ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
も
示
し
た
。

J
-

、
コ
、

ナ
J

ム
M
K
L

同
様
の
主
旨
の
主
張
は
、
論
文
「
ぺ
・
ネ
ジ
ダ
l
ノ
フ
氏
へ
の
回
答
」
に
も
み
ら
れ
る
。
(
リ
プ
キ
ン
〈
筆
名
、
べ
・
ネ
ジ
ダ
l
ノ
フ
〉
は
、

(
鈎
)

「
矛
盾
」
自
体
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
レ
l
ニ
ン
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
V

合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
聞
で
の
論
争
や
彼
ら
と
レ

I
ニ
ン
と
の
論
戦
は
、
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
に
お
け
る
派
生
的
部
分
を
な
し
て
い

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
、
「
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
運
命
L

を
め
ぐ
る
論
争
で
の
共
通
し
た
論
敵
と
の
論
戦
過
程
で
、
「
マ
ル
ク
ス

主
義
者
」
内
部
で
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
論
争
の
テ

i
マ
も
、
い
わ
ゆ
る
「
再
生
産
論
」
の
理
解
、
特
に
「
再
生
産
論
」
に
対
す

る
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
言
及
し
た
「
第
三
部
」
の
叙
述
と
の
関
連
と
い
う
、
純
理
論
的
で
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

そ
う
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
レ

i
ニ
ン
に
と
っ
て
は
、
こ
の
テ

i
マ
に
関
す
る
円
資
本
論
』

へ
の
誤
解
や
曲
解
を
正
し
て
お
く
こ
と
は
、

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
編
〉

五
九



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

六
O

自
分
に
対
す
る
批
判
の
火
の
粉
を
払
う
う
え
で
も
、
ま
た
『
資
本
論
』
を
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
分
析
の
理
論
的
指
針
に
す
る
う
え
で
も
、
欠

か
せ
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(

担

)

叶
u弓
白

Zil切
曲
目
)
釦
因
。
回
円
阿
国
酔
《
口
問
)
O富
民
巨
包
何
回
国
民
由
民
匂
国

ω出
向
民
国

n
O田
市

2向
巾
国
民
。
酔
〉
国
司
旬
閉
口
同
祖
国
同
ロ
勺
閉
山

M
S
E
L
E
回
』
同
国
岡
田
深
川
目
白
出
曲
目

)ohz同
5

出向

E
E
C
O∞
宮
)
・
し
か
し
、
こ
の
ロ
シ
ヤ
語
版
は
入
手
し
え
な
か
っ
の
で
、
ド
イ
ツ
語
版
の
邦
訳
(
救
仁
郷
繁
訳
、
『
近
代
英
国
恐
慌
史
論
』
、
二

一
八
ペ
ー
ジ
〉
を
も
ち
い
た
。

(
お
)
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
四
!
四
六
ペ
ー
ジ
(
訳
、
五
五
|
五
六
ペ
ー
ジ
)
。

(
お
)
同
第
四
巻
、
五
九
、
六
七
ペ
ー
ジ
(
訳
、
七
四
、
八
五
|
八
六
ペ
ー
ジ
)
。

(
幻
)
同
第
四
巻
、
六
二
ペ
ー
ジ
(
訳
、
七
七
l
七
八
ペ
ー
ジ
)
。

ハ
お
)

(
川
出
)

(

叩

)

同
第
四
巻
、
六
九
ペ
ー
ジ
(
訳
、
八
八
ペ
ー
ジ
)
@

同
第
四
巻
、
七
一
ペ
ー
ジ
(
訳
、
九
一
ペ
ー
ジ
)
。

同
第
四
巻
、
一
四
二
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
)
。

第
三
節

「
矛
盾
」
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
見
解
の
検
討

前
節
で
は
、
生
産
と
「
消
費
」
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
見
解
を
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
批
判
と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
批
判
の
ば
あ
い
に
応

じ
て
概
観
し
た
。
そ
う
し
た
彼
の
見
解
を
、
叙
述
上
の
便
宜
も
か
ね
て
要
約
す
れ
ば
、

つ
、
ぎ
の
三
点
に
ま
と
め
う
る
。

(

一

)

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
は
、
生
産
を
無
制
限
的
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
傾
向
と
制
限
さ
れ
た
「
消
費
」
と
の
矛
盾
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
本
質
に
も
と
づ
く
矛
盾
で
あ
り
、
資
本
家
的
生
産
の
発
展
に
固
有
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
過
少
消
費
説
的



に
と
ら
え
、
こ
の
矛
盾
に
ロ
シ
ヤ
の
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
埠
害
を
み
て
い
る
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
見
解
は
誤
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
提
起
し

た
問
題

i
l
t
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
の
形
成
と
発
展
は
可
能
か

l
l
に
答
え
る
に
は
、
実
現
理
論
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
主
と
し
て
農
民
分
解

に
関
す
る
諸
事
実
の
階
級
的
分
析
に
よ
っ
て
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

(

一

一

)

実
現
理
論
は
、
生
産
部
門
間
に
お
け
る
生
産
物
の
均
衡
的
配
分
を
前
提
に
し
て
、
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
が
価
値
と
素
材
の

面
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
を
分
析
す
る
。
し
か
し
、
均
衡
的
配
分
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
理
論
は
少
し
も
生
産
と

消
費
の
矛
盾
を
否
定
し
な
い
。
こ
の
社
会
の
基
礎
上
で
は
、
均
衡
は
た
え
ざ
る
不
均
衡
を
と
お
し
て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ト
ウ

ガ
ン
・
バ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
や
ス
ト
ル

l
ヴ
ェ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
理
論
を
生
産
と
消
費
の
調
和
の
理
論
と
解
し
た
り
、
『
資
本
論
』

第
三
部
の
「
矛
盾
L

に
関
す
る
叙
述
と
実
現
理
論
と
が
ま
っ
た
く
相
反
す
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
完
全
な
誤
謬
で
あ
る
。
抽
象
的
な
実

現
理
論
を
叙
述
す
る
さ
い
に
も
、
実
現
過
程
に
固
有
な
諸
矛
盾
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

(

一

二

)

実
現
理
論
の
科
学
的
価
値
は
、
ひ
と
つ
に
は
そ
れ
が
生
産
と
消
費
の
矛
盾
を
前
面
に
お
し
だ
し
、
こ
の
「
矛
盾
」
を
解
明
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
(
引
用
6
Y
こ
の
理
論
か
ら
、
総
資
本
の
均
衡
あ
る
再
生
産
が
行
わ
れ
る
ば
あ
い
で
さ
え
、
生
産
の
増
大
と
「
消
費
」

の
制
限
さ
れ
た
限
界
と
の
矛
盾
は
不
可
避
だ
と
い
う
結
論
が
で
て
く
る
(
引
用
7
Y
と
の
矛
盾
は
、
生
産
手
段
生
産
が
消
費
手
段
生
産
に

先
行
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
後
者
よ
り
一
層
急
速
に
増
大
す
る
と
い
う

|
i実
現
理
論
か
ら
の
「
主
要
な
結
論
」
ー
ー
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

ハ
引
用
2
、
口
、
四
そ
の
他
〉
。

あ
ら
か
じ
め
、
主
要
な
結
論
を
い
え
ば
、
以
上
の
三
つ
の
要
点
中
、
(
一
〉
と
(
二
一
)
、

つ
ま
り
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
う
る
限
り
で
の

ナ
ロ

i
ド
ニ
キ
と
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
へ
の
批
判
は
、
疑
い
も
な
く
正
し
い
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
主
張
は
、
当
時
の
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
理
論
の
水
準
を
高
め
ろ
う
え
で
も
、
ひ
い
て
は
、
彼
が
志
向
す
ろ
革
命
運
動
を
前
進
さ
せ
る
う
え
で
も
、
貴
重
な
意

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
〉

~ 

ノ、



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

ノ¥

義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

(
三
)
の
見
解
に
は
同
意
し
が
た
い
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
い
わ
ゆ
る
「
再
生
産
論
」
の
課
題
と
意
義
を
拡
張
し
す
ぎ
て
い

て
、
こ
の
理
論
の
課
題
と
意
義
を

E
確
に
理
解
す
る
う
え
で
障
害
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
第
二
部
」
第
三
編
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
」
の
課
題
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
総
資
本
の
価
値
と
素

材
の
面
で
の
必
然
的
補
填
は
い
か
に
行
わ
れ
る
か
(
生
産
物
の
価
値
分
割
が
総
生
産
物
に
つ
い
て
も
ど
こ
ま
で
妥
当
す
る
か
)
と
い
う
こ

と
を
、
撹
乱
的
諸
作
用
を
捨
象
し
て
明
ら
か
に
し
、
い
わ
ゆ
る
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
を
批
判
す
る
こ
と
に
あ
る
(
レ

l
ニ
ン
の
ば

あ
い
に
も
、
こ
う
し
た
把
握
は
的
確
に
一
不
さ
れ
て
い
る
)
。

し
た
が
っ
て
、
こ
己
で
は
、

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
の
主
要
側
面
た
る
生

産
力
の
発
展
は
度
外
視
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
の
「
矛
盾
」
に
関
す
る
考
察
も
固
有
の
課
題
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る

Q

こ
の
こ
と

は
、
実
際
上
で
、
「
矛
盾
」
に
関
す
る
直
接
的
叙
述
が
「
再
生
産
論
」
の
草
稿
中
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
(
以
上
の

詳
細
は
、
本
拙
論
「
前
編
」
第
コ
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
〉
。

そ
れ
に
し
て
も
、
レ

l
ニ
ン
が
、
実
現
理
論
は
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
が
「
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
か
を
示
し
た
」
と
か
、
こ
の

理
論
か
ら
「
矛
盾
が
不
可
避
だ
と
い
う
結
論
が
生
ず
る
し
と
い
う
ぱ
あ
い
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か

7

て
そ
れ
は
、
生
活
手
段
(
部
門
〕
に
対
し
て
生
産
手
段
(
部
門
〕
が
先
行
し
て
増
大
し
、
よ
り
急
速
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
、

主
と
h
b

「
そ
れ

に
出
応
す
る
消
費
の
拡
大
の
な
い
生
産
」
で
あ
り
、
主
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
と
い
う
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
。
実

現
理
論
で
は
、
消
費
資
料
に
対
し
て
生
産
手
段
が
先
行
的
に
拡
大
す
る
法
則
、
あ
る
い
は
(
そ
れ
に
も
と
づ
く
)
生
産
手
段
の
急
速
な
増

大
法
則
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、
生
産
と
寸
消
費
」
の
矛
盾
は
こ
の
法
則
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
、
こ
う
し
た
点
に
こ
の
問
題
に
関
す
る
レ

i
ニ
ン
の
見
解
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



そ
こ
で
以
下
で
は
、
彼
の
こ
う
し
た
見
解
を
、
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
法
則
が
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
意
味
す
る
と
い
う
論
述

と
、
生
産
手
段
の
急
速
な
増
大
法
則
に
こ
の
「
矛
盾
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
論
述
と
に
分
け
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
ο 

拡
大
再
生
産
に
お
け
る
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
法
則
が
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
の
あ
り
か
た
を
示
し
、
こ
の
矛
盾
を
意
味
す
る
と

い
う
見
解
に
つ
い
て
。
こ
の
見
解
は
、

つ
ぎ
の
諸
叙
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。

引
用
8
「
蓄
積
は
、
実
際
に
、
所
得
(
消
費
資
料
〉
に
対
す
る
生
産
の
超
過
で
あ
る
。
生
産
を
拡
大
す
る
(

円
蓄
積
す
る
』
)
た
め

ま
ず
始
め
に
生
産
手
段
を
生
産
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
生
産
手
段
を
生
産
す
る
社
会
的
部
門
の
拡

大
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
者
を
そ
こ
へ
吸
引
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
消
費
資
料
に
対
し
て
も
需
要
を
も
た
ら
す
。
し
た
が

(

泊

〉

の
あ
と
に
つ
い
て
;
・
:
発
展
す
る
」
。
「
蓄
積
は
所
得
以
上
に
で
る
生
産
の
超
過
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
・
:

こ
の
超
過
は
あ
ら
ゆ
る
蓄
積
の
ば
あ
い
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
ee---L(引
用
2
Y

っ
て
、

『
消
費
』
は
『
蓄
積
』

-
)
十
品
、

:
、
資
本
主
義
に
同
有
な
矛
盾
を
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
を
必
ず
滅
亡

(
m
M
)
 

に
導
く
べ
き
、
生
産
を
無
制
限
に
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
と
、
消
費
の
制
限
性
と
の
矛
盾
こ
そ
が
で
て
〈
る
の
で
あ
る
」
。

引
用
9

「
『
生
産
の
拡
大
は
生
巌
的
消
費
を
前
提
す
る
』
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、

資
本
主
義
に
固
有
な
、

が
、
本
当
の
『
生
産
の
た
め
の
生
産
』
、

す
な
わ
ち
、

-
・
:
疑
い
も
な
く
矛
盾
で
あ
る
。
こ
れ

そ
れ
に
照
応
す
る
消
費
の
拡
大
の
な
い
生
産
の
拡
大
で
あ
る
」
。

引
用
問
「
生
産
の
(
;
:
:
)
発
展
が
、
主
と
し
て
生
産
手
段
の
増
大
に
よ
る
と
い
う
こ
と
は
、

引
用
日
「
生
産
と
消
費
と
の
不
一
致
・
:
:
は
(
マ
ル
ク
ス
の
表
式
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
)
、

生
産
手
段
の
生
産
は
消
費
資

生
産
と
「
消
費
L

の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
編
)

ノ、



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

六
四

(
引
此
〉

料
の
生
産
に
先
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
現
れ
て
い
る
」
。

こ
れ
ら
の
文
章
で
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
表
式
で
説
か
れ
た
「
生
産
要
素

の
機
能
上
の
組
合
せ
の
変
更
」
の
法
則
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
拡
大
再
生
産
は
生
産
手
段
の
拡
大
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
、
部
門
I
で
部
門

E
の
生
産
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
生
産
物
の
一
部
分
を
、
ー
の
拡
大
用
と
し
て
機
能
さ
せ
、
そ
れ
に
応
じ

て
E
に
お
け
る
生
産
物
の
機
能
上
の
比
率
を
も
変
更
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
法
則
で
あ
る
。

右
の
法
則
自
体
は
、
資
本
主
義
社
会
に
隈
ら
ず
、
ど
の
社
会
の
拡
大
再
生
産
に
も
妥
当
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ど
ん
な
社
会
で
も
、

拡
大
再
生
産
を
開
始
す
る
さ
い
に
は
、
レ

i
ニ
ン
の
い
う
と
お
り
、
「
最
初
に
生
産
手
段
を
生
産
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
」
、
「
生
産
的
消

費
を
前
提
」
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
生
産
手
段
の
生
産
は
消
費
資
料
の
生
産
に
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
ど
か
ら
、
生
産
と

「
消
費
」
の
矛
盾
は
右
の
法
則
に
現
わ
れ
る
と
か
、
こ
の
法
則
そ
の
も
の
か
ら
「
矛
盾
」
が
生
、
す
る
と
い
う
見
解
に
は
同
意
し
が
た
い
。

同
様
に
、

「
蓄
積
は
所
得
(
消
費
資
料
)
に
対
す
る
生
産
の
趨
過
」
だ
と
い
う
こ
と
が
、

「
生
産
の
た
め
の
生
産
」
で
あ
り
、
生
産
と

「
消
費
」
の
矛
盾
を
表
現
す
る
と
い
う
主
張
に
も
、
同
じ
理
由
か
ら
肯
定
で
き
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
表
式
的
説
明
で
「
蓄
積
が
所
得
以
上
の
超
過
」
だ
と
い
い
う
る
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
?

ム
み
の

た
め
に
、

マ
ル
ク
ス
の
表
式
で
た
し
か
め
て
お
こ
う
。

r一、

回目色
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wmい
壮
淘
ハ
添
〉

有
の
拡
大
再
生
産
表
式
で
は
、

生
産
手
段
の
価
値
総
額
(
2
0
0
)
に
対
し
て
消
費
手
段
の
総
額
は
、
単
純
再
生
産
と
く
ら
べ
て
縮
小
さ

せ
ら
れ
ず
に
同
額
G
8
0
)
と
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
そ
の
内
的
比
率
だ
け
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、

」
の
ば
あ
い
に
問
題
な
の

は
、
一
一
つ
の
総
量
の
絶
対
的
比
率
で
は
な
く
、
ー
の
諸
要
素
の
異
な
る
組
合
せ

i
l
l
「
そ
れ
な
し
に
は
拡
大
再
生
産
が
行
わ
れ
え
な
い
よ

う
な
変
化
し
た
組
合
せ
」
(
マ
ル
ク
ス
)
ー
ー
ー
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
単
純
再
生
産
の
与
え
ら
れ
た
量
で
は
な
く
、
そ
の
質
的
規

定
の
い
か
な
る
変
化
が
、
そ
れ
以
降
の
拡
大
再
生
産
の
物
質
的
前
提
に
な
る
の
か
が
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
階
級
の
所
得

に
な
る
V
部
分
も
、
消
費
手
段
の
価
値
総
額
は
不
変
で
あ
る
の
に
増
加
(
同
口
C
C
〈
・

同
∞
0
0
〈
)
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、

生

産
手
段
(

C

)

の
蓄
積
に
と
も
な
っ
て

V
の
追
加
も
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
表
式
(
第
一
年
度
)
に
お
い
て
蓄
積
が
所
得
以
上
の
超
過
だ
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
意
味
で
は

主
張
し
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
単
純
再
生
産
と
く
ら
べ
て
生
産
手
段
総
額
が
絶
対
的
に
も
比
率
的
に
も
所
得
総
額
を
超
過
す
る
と
か
、
あ

る
い
は
、
不
変
資
本
の
増
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
賃
部
分
が
不
変
か
ま
た
は
減
少
さ
ぜ
ら
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
は
主
張
で
き
な
い
。
蓄

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
一
編
)

六
五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

六
六

積
が
所
得
以
上
の
超
過
だ
と
主
張
し
う
る
の
は
、
部
門
ー
で
の
生
産
手
段
の
蓄
積

Q
O
O
B
)
に
応
じ
て
そ
れ
と
交
換
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

(
〈
+
叫
H
H
H
)
H
同

こ
の
こ
と
自

た
消
費
資
料
の
一
部
(
同
日
。
c
c
)
が
縮
小
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
従
来
の
よ
う
に
同
(
〈
十
呂
)
H
固
め
で
は
な
く
、
阿

。1
iー
し
た
が
っ
て
、

ド・・4

(
〈
+
H
H
H
)
V
同
の
!
ー
ー
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
し
て
、

体
は
、
均
衡
あ
る
拡
大
再
生
産
を
も
ふ
く
め
て
、
ど
の
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
コ
て
、
こ

の
こ
と
自
体
が
、
固
有
な
意
味
で
の
、
す
な
わ
ち
レ

l
ニ
ン
が
生
産
と

の
矛
盾
と
解
す
る
「
蓄
積
の
た
め
の
蓄
積
」
、
一
生
産
の

た
め
の
生
産
」
に
な
る
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、

「
実
現
は
、
消
費
資
料
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
生
産
手
段
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
行
わ
れ
る
、

i
iこ
れ
は
明
ら

『
生
産
力
は
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
消
費
関

係
が
よ
っ
て
立
つ
狭
い
基
礎
と
ま
す
ま
す
矛
眉
す
る
よ
う
に
な
る
』
(
マ
ル
ク
ス
)
と
い
う
こ
と
が
で
て
仁
川
一
J

(

引
用
ロ
て
と
い
う
主
張

か
に
マ
ル
ク
ス
の
表
式
か
ら
そ
う
な
る
。
だ
が
今
度
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
不
可
避
的
に
、

も
納
得
し
が
た
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

マ
ル
グ
ス
の
表
式
で
説
か
れ
る
限
り
で
の
、

「
実
現
は
消
費
資
料
よ
り
も
生
産
手
段
に

よ
っ
て
よ
り
多
く
行
わ
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
、
さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
こ
の
こ
と
か
ら
不
可
避
的
に
」
、

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
ひ
き
だ
し
え
な
い
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。

(

幻

)

(

招

)

(
お
)

(

叫

)

(

お

)

『
全
集
』
第
二
巻
、
一
三
六
i
七
ペ
ー
ジ
ハ
訳
、
二
ニ
八
ペ
ー
ジ
)

Q

同
第
四
巻
、
二
ハ
八
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
九
七
ペ
ー
ジ
)
。

同
第
三
巻
、
三
二
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
。

『
全
集
』
第
四
巻
、
一
四
四
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
)
。

『
全
集
』
第
四
巻
、
一
四
四
|
五
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
)
。



レ
i
ニ
ン
の
叙
述
に
は
、
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
法
則
と
結
び
つ
い
た
生
産
手
段
(
部
門
)
の
急
速
な
増
大
法
則
に
虫
色
産
と
「
消
費
}

の
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
主
張
も
み
う
け
ら
れ
る
。

引
用
問
「
発
展
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
社
会
で
は
、
社
会
的
生
産
物
の
こ
の
部
分
ハ
I
C
部
分
|
|
水
谷
)
は
、

必
然
的
に
残
り
の
す
べ

て
の
部
分
よ
り
も
急
速
に
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
則
に
よ
っ
て
の
み
、
資
本
主
義
の
最
も
深
刻
な
矛
盾
の
一
つ
が
、
即

ち
、
国
民
の
富
の
増
大
は
非
常
に
急
速
に
進
ん
で
行
く
の
に
、
人
民
の
消
費
の
増
大
は
(

う
こ
と
が
、
説
明
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
」
。

)
き
わ
め
て
緩
慢
に
し
か
進
ま
な
い
と
い

引
用
日
同
「
園
内
市
場
の
問
題
に
つ
い
て
、

マ
ル
グ
ス
の
実
現
理
論
か
ら
出
て
く
る
主
.
嬰
な
結
論
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

資

本
主
義
的
生
産
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
圏
内
市
場
の
発
展
は
、
消
費
資
料
の
増
大
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
産
手
段
の
増
大
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
:
・
/
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
生
産
の
う
ち
生
産
手
段
を
製
造
す
る
部
門
は
、
消
費
資
料
を
製
造
す
る
部
門
よ
り
も
急
速
に

成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
資
本
主
義
の
た
め
の
園
内
市
場
の
成
長
は
、
個
人
的
消
費
の
増
大
か
ら
は
あ
る
程
度
ま
で
『
独

立
し
て
』
、
生
産
的
消
費
の
増
大
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
行
わ
れ
る
」
。

引
用
問
「
実
際
に
、
実
現
の
分
析
は
、

資
本
主
義
の
た
め
の
国
内
市
場
の
形
成
が
消
費
資
料
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
生
産
手
段
に
よ
っ

て
す
す
む
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
的
生
産
の
第
一
部
門
は
第
二
部
門
よ
り
も
急
速
に
発
展
:
;
:
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
生
産
手
段
の
製
造
が
消
費
資
料
の
製
造
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
し
て

-
:
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
:
:
:
/
終
局
に
お
い
て
は
、
生
産
的
消
費
小
:
)
は
、

つ
ね
に

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
ハ
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
編
〉

ノ、
七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

六
八

個
人
的
消
費
と
結
び
つ
い
て
お
り
、

つ
ね
に
そ
れ
に
依
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、

一
方
で
は
、
生
産
的
消
費

の
無
制
限
な
拡
張
に
対
す
る
志
向
:
:
:
が
固
有
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
人
民
大
衆
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
固
有
で
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
化
が
個
人
的
消
費
の
拡
張
に
対
し
て
か
な
り
狭
い
限
界
を
も
う
け
る
の
で
あ
る
」
。

以
上
の
引
用
文
や
そ
の
他
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
産
手
段
(
部
門
)
の
急
速
な
増
大
法
則
ば
、

っ
、
ぎ
の
意
味
で
の
部
門
間

の
不
均
衡
的
発
展
と
把
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
(
部
門
)
は
終
局
的
に
は
消
費
資
料
(
部
門
)
の
狭
い
限
界
に
制
約
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
べ

さ
し
あ
た
り
前
者
は
後
者
を
無
視
し
て
発
展
し
て
い
く
と
い
う
部
門
間
の
不
均
衡
な
発
展
と
し
て
把
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
見
解
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
生
産
手
段
(
部
門
)
の
急
速
な
発
展
法
則
自
体
は
、
右
の
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
両
部
門
の
不
均
衡
的
発
展
に
直
接
イ
コ

l

ル
だ
と
は
い
え
な
い
。

レ
i
ニ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
法
則
自
体
は
、
生
産
力
の
発
展
に
お
げ
る
有
機
的
構
成
高
度
化
の
別

様
の
表
現
に
す
ぎ
ず
、
右
の
法
則
を
表
式
的
に
示
す
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
な
り
諸
成
分
に
お
げ
る
補
填
は
、
均
衡
的
で
並
行

(
お
)

的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

換
丑
一
目
す
れ
ば
、
生
産
手
段
(
部
門
)
の
急
速
な
増
大
法
則
自
体
は
、
生
産
物
詰
成
分
の
均
衡
あ
る
実
現
を
含
み
う
る
(
構
成
高
度
化
表

式
は
そ
の
前
提
で
表
示
さ
れ
て
い
る
)
の
で
あ
っ
て
、
生
産
手
段
な
り
第
一
部
門
が
、
消
費
資
料
ま
た
は
第
二
部
門
の
制
約
を
さ
し
あ
た

(

ぬ

〉

り
無
視
し
て
無
制
限
的
に
発
展
し
て
い
く
意
味
で
の
不
均
衡
あ
る
い
は
矛
唐
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

な
お
、
以
上
の
点
に
関
す
る
レ

l
ニ
ン
の
論
述
で
は
、

『
資
本
論
』
第
三
部
に
お
け
る
「
不
変
資
本
同
志
の
流
通
は
一
応
、
個
人
的
消

費
か
ら
独
立
し
て
い
る
、
云
々
し
と
い
う
文
章
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
文
章
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

後
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
よ

、「
J

。



(
お
)
『
全
集
』
第
四
巻
、
六
四
ペ
ー
ジ
(
訳
、
八
O
l
八
一
ペ
ー
ジ
)
。

(幻

)
2点
集
』
第
三
巻
、
三
二
ペ
ー
ジ
(
訳
、
三
一
ペ
ー
ジ
)
。

(
お
)
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
(
訳
、
五
五

i
玄
六
ペ
ー
ジ
)
@

(
m
m
)

「
生
産
手
段
が
最
も
急
速
に
増
大
す
る
と
い
う
命
題
は
、
こ
の
法
則

(
C
は
V
よ
り
も
急
速
に
増
大
す
る
と
い
う
法
則
|
|
水
谷
〉
を
社
会
的

総
生
産
に
適
用
し
て
い
い
か
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
(
『
全
集
』
第
一
巻
、
七
一
ペ
ー
ジ
、
訳
、
八
三
ペ
ー
ジ
)
。

な
お
、
市
場
の
発
展
と
い
う
視
角
を
別
に
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
再
生
産
論
」
の
視
点
か
ら
み
る
ば
あ
い
、
レ

1
ニ
ン
の
有
機
的
構
成
高
度
化
表
式

の
主
要
な
意
義
は
ど
う
い
う
点
に
あ
る
だ
ろ
う
か
?
、
そ
れ
は
、
生
産
力
の
発
展
・
有
機
的
構
成
の
高
度
化
と
い
う
進
ん
だ
条
件
下
で
も
、
再
生
産

の
諸
法
則
が
貫
徹
す
る
こ
と
を
表
式
的
に
一
ボ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
諸
法
則
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
の
に
役
立
つ
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
表
式
か
ら
は
、
本
文
で
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
必
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
、
富
塚
良
三
氏
、
り
の
指
摘
が
あ
る

Q
恐
慌
論
研
究
』
、
「
再
生
産
表
式
論
の
意
義
と
限
界
」
、
未
来
社
刊
〉
。

た
だ
し
、
「
再
生
産
論
」
と
「
矛
盾
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
本
稿
と
は
決
定
的
に
異
っ
て
い
る
@

四

生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
の
法
則
に
せ
よ
、
そ
の
急
速
な
増
大
の
法
則
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
自
体
に
よ
っ
て
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
が

表
示
さ
れ
え
な
い
、
こ
う
し
た
点
で
レ

i
ニ
ン
の
主
張
に
は
同
意
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
彼
が
そ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の
は
、
総
資
本
の
再
生
産
に
関
す
る
ど
ん
な
法
則
も
、
資
本
主
義
的
蓄
積
を
基
礎
と
し

て
い
る
限
り
、
蓄
積
の
矛
盾
を
あ
ら
か
じ
め
自
明
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
彼
に
あ
っ
て
は
、
往
々
、
苦
積
の
敵
対
的
矛
盾
(
『
資
本
論
』
第
一
部
第
七
篇
)
と
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
と
は
ほ
ぼ
同
じ
も

の
と
し
て
説
か
れ
て
拐
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
矛
盾
は
、
資
本
家
的
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
の
あ
り
か
た
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
編
)

ノ、

九



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

七。

し
た
が
っ
て
、
再
生
産
の
諸
法
則
も
、
蓄
積
の
矛
盾
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
お
け
ば
、
そ
の
点
を
明
示
す
る
か
ど
う
か
は
別
に
し

て
、
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
や
急
速
な
増
大
法
則
に
生
産
と
「
消
費
し
の
矛
盾
の
あ
り
か
た
を
見
出
し
た
り
、
こ
れ
ら
の
法
則
を
右
の

「
矛
盾
し
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
わ
ば
こ
う
い
ラ
か
た
ち
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
述
を
展
開
し
た
彼
の
意
図
は
、
再
生
産

の
法
則
を
均
衡
条
件
と
の
み
誤
解
し
て
そ
こ
に
何
の
矛
盾
も
見
出
さ
な
い
見
解
ゃ
、
仮
に
見
出
し
え
て
も
、
そ
の
矛
盾
を
資
本
主
義
的
発

展
へ
の
障
害
と
み
る
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
法
則
は
資
本
主
義
的
法
則
で
あ
る
限
り
、
蓄
積
の
敵
対
的
本
性
に
規
定
さ
れ
た

も
の
で
最
初
か
ら
矛
盾
を
内
包
し
て
お
り
、
資
本
主
義
の
発
展
に
照
応
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
Q

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
意
図
も
、
そ
の
叙
述
の
多
く
も
、
明
ら
か
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ま
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
第
二
部
第
三
篇
」
の
諸
法
則
を
資
本
家
的
蓄
積
の
矛
盾
と
い
う
視
角
か
ら
と
ら
え

う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
問
題
は
、
こ
こ
で
の
諸
法
則
を
、
蓄
積
の
矛
盾
な
り
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
な
り
と
い
う

観
点
か
ら
「
前
面
に
押
出
し
て
」
考
察
す
る
こ
と
に
、
「
第
二
部
第
三
篇
」
の
意
義
(
任
務
)
の
一
つ
を
求
め
て
よ
い
か
ど
う
か
に
あ
る
。

あ
る
い
は
、
こ
の
篇
で
、
法
則
を
矛
盾
と
し
て
把
え
る
ば
あ
い
に
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
視
角
か
ら
み
た
矛
盾
と
し
て
把
え
る
べ
き
か
ー
ー
ー

こ
の
点
を
「
第
三
蚕
刷
」
の
課
題
と
対
象
と
の
関
連
で
ど
う
考
え
る
の
か
!
!
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
点
は
、
す
で
に
本
稿

前
篇
の
第
三
一
節
で
解
決
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
再
生
産
論
」
で
は
、
生
産
と
消
費
が
不
一
致
に
落
ち
入
ら
ざ
る
を
え
な
い
原
因
ゃ
、
生
産
力
の
発
展
と
制
限
さ
れ
た
「
消

費
-
と
の
矛
盾
の
態
様
は
、
固
有
の
課
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
蓄
積
の
敵
対
的
矛
盾
自
体
も
、
す
で
に
分
析
さ
れ
た
こ
と
と
し
て
、
そ
の

あ
り
か
た
を
も
合
め
て
、
こ
こ
で
は
前
提
ー
ー
ー
直
接
の
対
象
か
ら
除
外
|
|
』
さ
れ
て
い
る
。
対
象
で
あ
る
再
生
産
の
諸
法
則
を
純
粋
に
析

出
し
た
あ
と
で
、
前
述
し
た
レ

l
ニ
ン
の
よ
う
な
指
摘
が
必
要
に
な
る
は
あ
い
も
大
い
に
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ



の
篇
の
一
大
眼
目
が
「
矛
盾
」
の
解
明
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、

「
第
二
部
第
三
篇
」
の
意
義
は
生
産
と
「
、
消
費
L

の
矛
盾

を
前
面
に
押
出
し
、
こ
の
「
矛
盾
」
を
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
と
か
、
実
現
理
論
や
マ
ル
ク
ス
の
表
式
か
ら
「
矛
盾
」
が
不
可
避
だ
と
い

つ
結
論
が
生
-
す
る
と
い
う
レ

i
ニ
ン
の
叙
述
は
、
彼
の
正
し
い
意
同
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
再
生
産
論
」
の
課
題
と
意
義
を
拡
張
し
す
ぎ

て
い
る
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
の
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
、
「
第
二
部
第
コ
召
昂
」
で
は
い
か
な
る
意
味
で
の
矛
盾
も
あ
っ
か
わ
れ
て
い
な
い
、

な
ど
と
は
い
え
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
い
う
よ
う
に
、
再
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
法
則
は
、
絶
え
ざ
る
動
揺
を
通
じ
て
貫
徹
し
、
再
生
産
の
正
常

な
進
行
の
諸
条
件
は
、
そ
れ
と
同
数
の
、

正
常
で
な
い
進
行
の
諸
条
件
に
、

即
ち
恐
慌
の
可
能
性
に
、

一
変
す
る
。

け
だ
し
、

均
衡
は

ー
!
こ
の
自
然
発
生
的
な
形
態
下
で
は
|
|
i
そ
れ
自
身
ひ
と
つ
の
偶
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
均
衡
が
偶
然
な
り
不
均
衡
な
り
を
通

じ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
再
生
産
に
お
け
る
矛
盾
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
雨
か
ら
み
れ
ば
、
不
変
資
本
と
不
変
資
本
と
の
流
通

は
、
個
人
的
消
費
に
入
ら
な
い
限
り
で
は
一
応
は
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
い
る
が
、
究
極
的
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
云
々
、

と
い
う
「
第
三
部
」
の
叙
述
も
、

一
面
で
は
、
生
産
と
消
費
に
お
け
る
相
互
依
存
と
独
立
性
と
い
う
矛
盾
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

(
こ
の
叙
述
は
他
面
で
は
、
個
人
的
消
費
が

I
C
お
よ
び

I
の
W
の
再
生
産
を
い
か
に
制
約
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
再
生
産
の
必

然
的
条
件
と
し
て
示
し
て
い
る
)
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
、
恐
慌
の
究
極
的
根
拠
と
し
て
「
第
三
部
」
で
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
と
は
、
そ

の
次
元
な
り
視
角
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
居
の
方
は
、

「
再
牛
一
産
論
」
で
は
「
前
十
聞
に
押
出
さ
れ
て
」

解
明
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
う
い
う
解
明
は
課
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
第
一
部
」
に
お
け
る
蓄
積
の
敵
対
的
矛
居
の
考
察
は
、
直
接
的
主
産
過
程
で
把
握
し
う
る
限
り
で
の
労
働
者
階
級
の
運
命
、

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
〉

七

ひ
い
て
は
体
制
変
革
の
条
件
の
解
明
、
と
い
う
視
角
を
特
徴
に
し
て
い
る
。

」
れ
に
対
し
て
、

「
第
三
部
し
に
お
け
る
生
産
と
「
消
費
」

の
矛
盾
は
、
恐
慌
と
の
関
連
、
商
品
資
本
の
実
現
面
に
お
け
る
生
産
へ
の
制
限
(
利
潤
率
に
よ
る
制
限
の
こ
の
面
で
の
貫
徹
)
作
用
と
い

う
視
角
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
前
者
(
「
第
一
部
第
七
篇
」
)
に
あ
っ
て
は
、
後
者
(
「
第
三
部
第
二
一
篇
」
)
の
こ
う
し
た
視
角
は
度
外
視
さ

オ1

労
働
者
階
級
の
状
態
の
悪
化
も
、

給
与
の
如
何
に
無
関
係
な
も
の
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
(
詳
細
は
拙
論
前
篇
第
一
節
づ
し

た
が
っ
て
、
蓄
積
の
敵
対
的
矛
盾
を
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
庸
と
直
接
に
同
じ
矛
盾
(
同
一
視
角
の
も
の
)
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
蓄
積
の
敵
対
的
矛
盾
を
前
提
し
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
生
産
手
段
(
部
門
)
の
先
行
的
拡
大
や
よ
り
急
速
な
増

大
と
い
う
法
則
が
、
白
か
ら
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
も
主
張
で
き
な
い
。

(
4
〉
た
と
え
ば
、
司
令
集
』
第
四
巻
、
一
四
三
ペ
ー
ジ
(
訳
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
)
@
同
第
三
巻
、
一
三
七
ペ
ー
ジ
(
訳
、
二
二
八
ペ
ー
ジ
)
。

(
必
)
前
掲
筒
所
参
照
。
資
本
家
的
生
産
様
式
の
基
本
的
矛
盾
は
、
一
社
会
の
歴
史
的
性
格
と
新
社
会
へ
の
移
行
を
指
示
す
る
視
角
か
ら
、
生
産
(
カ
〉

と
生
産
関
係
の
対
立
関
係
を
一
般
的
に
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

「
:
:
:
労
働
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
規
定
さ
れ
た
歴
史
的
形
態
は
、
こ
の
過
程
の
物
質
的
基
礎
お
よ
び
社
会
的
形
態
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
@
特
定
の

モ
メ
γ
ト

成
熟
段
階
に
達
す
れ
ば
、
一
定
の
歴
史
的
形
態
は
脱
却
さ
れ
て
、
よ
り
高
い
形
態
に
席
を
ゆ
ず
る
。
か
か
る
危
機
の
時
機
が
到
来
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
一
方
で
分
配
関
係
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産
関
係
の
規
定
さ
れ
た
歴
史
的
姿
態
と
、
他
方
で
は
生
産
力
:
・
:
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
お

よ
び
対
立
が
広
く
な
り
、
深
く
な
っ
た
と
き
に
、
明
ら
か
に
な
る

Q

そ
こ
で
生
産
の
社
会
的
形
態
と
の
衡
突
が
生
ず
る
し
(
同
・
戸
田
・
∞
包
〈
訳
、
一
一

二
九
ペ
ー
ジ
〉
)
。

こ
の
矛
盾
を
「
基
本
的
矛
盾
」
と
い
う
以
上
、
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
貫
徹
し
、
種
々
な
あ
ら
わ
れ
方
を
す
る
の
は
論
を
ま
た
な
い
@
だ
か

ら
、
当
面
す
る
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
を
そ
の
一
面
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
再
生
産
論
」
で
生
産
と
「
消

費
」
の
矛
盾
の
あ
り
か
た
が
固
有
の
研
究
対
象
を
な
す
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
本
文
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
か
ら
み
て
明
瞭
だ
と
考

え
る
@



五

い
ま
ま
で
は
、
便
宜
的
に
、
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
と
生
産
手
段
の
急
速
な
増
加
の
法
則
と
を
、
別
々
に
わ
け
な
が
ら
レ

i
ニ
ン
の

見
解
を
検
討
し
て
き
た
。

し
か
し
、
レ

l
ニ
ン
は
、
右
の
二
渋
則
を
事
実
上
で
同
じ
も
の
、
あ
る
い
は
生
産
手
段
の
急
速
な
増
大
法
則
を

そ
の
先
行
的
拡
大
法
則
の
必
然
的
帰
結
と
と
ら
え
て
「
矛
盾
」
に
関
す
る
彼
の
見
解
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、

つ
ぎ
の
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
相
反
す
る
よ
う
に
み
え
る
二
つ
の
文
章
に
注
目
さ
れ
た
い
(
ゴ
チ
ッ
ク
は
水
谷
Y

①
「
さ
さ
に
あ
げ
た
マ
ル
ク
ス
の
表
式
(
拡
大
再
生
産
表
式
1

1

水
谷
)
か
ら
は
第
二
部
門
に
対
す
る
第
一
部
門
の
優
位
と
い
う
結
論
ほ
、

(
必
)

い
さ
さ
か
も
引
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
両
部
門
は
並
行
し
て
発
展
し
て
い
る
」
。

@
「
実
現
は
、
消
費
資
料
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
生
産
手
段
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
行
わ
れ
る
、
|
|
こ
れ
ば
明
ら
か
に
マ
ル
ク
ス
の
表

式
か
ら
そ
う
な
る
」
(
前
掲
引
用

u
y

①
で
は
、

マ
ル
ク
ス
の
表
式
は
第
一
部
門
の
「
優
位
」
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
①
で
は
、
同
じ
表
式
か
ら

こ
の
「
優
位
」
が
示
さ
れ
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
①
は
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
し
〈
一
八
九
三
年
〉
の
な
か
に
、

①
は
「
ペ
・
ネ
ジ
ダ
l
ノ
プ
氏
へ
の
問
答
」
(
一
八
九
九
年
)

の
な
か
に
み
ら
れ
る
叙
述
で
あ
る
。
九
三
年
時
の
主
張
は
、
六
年
後
に
一
台
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
問
題
を
提
示
す
る
の
は
、

マ
ル
ク
ス
の
批
判
者
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、

前
後
の
文
章
か
ら
切
離
し
た
叙
述
で
矛
盾
な
る
も
の
を
デ
ッ
チ
あ
げ
て
あ
げ
足
取
り
を
す
る
た
め
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
相
反
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
文
章
の
背
後
に
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
レ

i
ニ
ン
独
自
の
把
握
が
伏
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
右
の
よ
う
な

か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

つ
ぎ
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
無
用
の
混
乱
を
さ
け
る
た
め
で

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
〈
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

七
四

も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ

i
l
i彼
は
近
年
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
綿
密
な
研
究
を
発
表
す
る
か
た
わ
ら
、

『
資
本
論
』

第
二
部
第
三
篇
の
意
義
(
特
に
第
三
一
部
と
の
関
連
)
に
つ
い
て
、

レ
l
ニ
ン
の
見
解
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が

|
1彼
は
、
①
で
も

②
で
も
同
じ
意
味
で
第
一
部
門
の
優
位
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
解
し
て
、
レ

l
ニ
ン
を
批
判
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
彼
は
他
の
叙
述
に
加

え
て
②
の
叙
述
を
引
用
し
つ
つ
、
「
し
か
し
、

マ
ル
ク
ス
の
表
式
は
、
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

(
生
産
と
消
費
と
の
不
一
致
|
|
水
谷
〉

を
示
し
て
は
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
第
二
巻
の
ど
ち
ら
の
例
に
お
い
て
も
、
部
門
E
は
部
門
I
と
ま
っ
た
く
同
様
の
速
さ
で
発
展
す
る

(
H
H
〉

か
ら
で
あ
る
」
、
と
レ

I
ニ
ン
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
き
の
疑
問
に
は
、
さ
し
あ
た
り
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
で
は
、
生
産
手
段
の
よ
り
急
速
な
増
大
と
い
う
点
で

部
門
I
の
優
位
性
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
捨
象
し
た
マ
ル
ク
ス
の
表
式
で
、
右
の
急
速
な
増

大
を
表
示
し
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
で
は
、
よ
り
速
い
か
ど
う
か
は
度
外
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
に
さ

れ
て
い
る
の
は
、
単
純
再
生
産
か
ら
拡
大
再
生
産
へ
の
移
行
時
に
お
け
る
補
填
の
条
件
(
各
生
産
物
の
機
能
上
の
組
合
せ
の
変
化

)
1
1

つ
ま
り
、
消
費
手
段
に
対
す
る
生
産
手
段
の
先
行
し
た
拡
大
の
必
要
性
で
あ
る
。
①
で
は
、
こ
の
必
要
性
(
先
行
的
拡
大
の
法
則
)
が
、

マ
ル
ク
ス
の
拡
大
再
生
産
表
式
で
表
示
さ
れ
う
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
②
の
直
前
で
、

「
生
産
と
消
費
と
の
不

一
致
は
(
表
式
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
)
、
生
産
手
段
の
生
産
は
消
費
資
料
の
生
産
に
:
・
先
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

(
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
!
の
レ

l
ニ
ン
批
判
は
、
こ
の
点
で
は
見
当
違
い
と

ぃ
、
え
る
)
。

①
と
②
と
い
う
二
つ
の
文
章
だ
け
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
関
連
を
以
上
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
さ
き
の
疑
問
は
解
決
す
る
。
そ
れ
で
は
、

つ
ぎ
の
文
章
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
?



生
産
手
段

(
I
C
)
!土

「
他
の
す
べ
て
の
部
分
よ
り
も
急
速
に
増
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
法
則
に
よ
っ
て
の
み

ハ↓ohHr問
。

省国

ζ
8
5
E冨
)
、
資
本
主
義
め
も
っ
と
も
深
刻
な
矛
盾
の
一
つ
(
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
|
|
水
谷
)
が
説
明
さ
れ
う
る
」
(
前
掲
引
用
口
)

0

生
産
手
段
の
急
速
な
増
大
法
則
は
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
導
入
す
る
限
り
で
表
式
的
に
示
さ
れ
う
る
。
だ
か
ら
、

「
マ
ル
ク
ス
の

表
式
か
ら
は
、
第
二
部
門
に
対
す
る
第
一
部
門
の
優
位
と
い
う
結
論
は
、
い
さ
さ
か
も
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
ハ
前
掲
)
。
だ
と
す
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
の
表
式
で
直
接
表
示
し
え
な
い
法
則
に
よ
っ
て
の
み
説
明
で
き
る
と
い
う
主
張
と
、
マ
ル
ク
ス

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
は
、

の
表
式
そ
の
も
の
か
ら
こ
の
「
矛
盾
」
が
説
明
さ
れ
る
と
い
う
主
張
と
は
ど
う
整
合
す
る
の
だ
ろ
う
か
?

こ
う
い
う
疑
問
が
再
び
生
ず

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

レ
l
ニ
ン
に
あ
っ
て
は
、
空
産
と
「
消
費
し
の
矛
盾
は
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
法
則
に
よ
ワ
て
も
説
か
れ

て
い
る
か
ら
、
生
産
手
段
の
よ
り
急
速
な
増
大
法
則
に
よ
っ
て
の
み
云
々
と
い
う
さ
さ
の
文
章
は
、
急
速
な
増
大
法
則
の
「
矛
盾
」
に
対

す
る
意
義
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
法
則
に
よ
っ
て
し
か
説
け
な
い
、
と
い
う
意
味
で
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。そ

れ
に
し
て
も
、
以
上
の
詰
論
述
を
全
体
と
し
て
み
て
い
く
と
、
レ

I
ニ
ン
が
生
産
手
段
(
部
門
)
の
急
速
な
増
大
法
則
と
生
産
手
段

(
部
門
)
の
先
行
的
拡
大
の
法
則
と
を
、
同
じ
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
い
か

え
れ
ば
、

「
急
速
な
増
大
法
則
」
を
「
先
行
的
拡
大
の
法
則
」
の
必
然
的
延
長
線
上
で
と
、
?
ぇ
、
事
実
上
で
、
同
じ
矛
盾
の
あ
り
か
た
を

示
す
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
。

レ
1
ニ
ン
の
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
諸
論
述
を
み
て
い
く
と
き
、
そ
れ
ら
が
時
と
し
て
相
反
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
の

は
、
畢
寛
、
個
々
の
叙
述
で
は
一
一
法
則
が
一
つ
ず
つ
別
個
に
あ
っ
か
わ
れ
て
い
た
り
、
彼
の
構
成
高
度
化
表
式
と
マ
ル
ク
ス
の
表
式
と
が

区
別
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
二
つ
の
法
則
が
区
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
他
方
で
、
そ
れ
ら
を
明
確
に
区
別
し
な
い
ま

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
〈
後
編
)

七
五



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

七
六

ま
、
そ
れ
ら
が
同
じ
「
矛
盾
」
を
意
味
し
、
そ
の
解
明
が
同
一
の
「
矛
盾
」
の
解
明
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
ニ
つ
の
法
則
は
、
明
ら
か
に
相
異
な
る
法
則
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
前
者
の
必
然
的
帰
結
で
は
あ
り
え
な
い
。

「
先
行
的
拡
大
法
則
」
で
は
、
拡
大
再
生
産
の
物
質
的
前
提
と
し
て
不
可
欠
な
、
生
産
物
諸
要
素
に
お
け
る
質
的
規
定
の
組
合
せ
の
変

更
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
急
速
な
増
大
法
則
」
で
は
、
生
産
力
の
増
加
が
生
ず
る
限
り
で
、
右
の
諸
要
素
の
う
ち

ど
の
成
分
が
よ
り
急
速
に
増
加
す
る
か
が
問
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
ば
あ
い
に
は
、
あ
る
継
続
期
間
に
お
け
る
各
要
素
の
増
加

速
度
の
比
較
は
問
題
に
な
ら
ず
、
生
産
力
の
変
化
も
有
機
的
構
成
の
高
度
化
も
度
外
視
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
前
者
の
法
則
を
表
示
す

る
マ
ル
ク
ス
の
表
式
か
ら
は
、
い
さ
さ
か
も
後
者
を
結
論
し
え
ぬ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
急
速
な
増
大
法
則
」
は
、
右
の
契

機
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
表
示
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
後
者
は
前
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
あ
と
で
生
ず
る

固
有
の
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
期
間
、
有
機
的
構
成
の
高
度
化
な
し
に
拡
大
再
生
産
が
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
者
は
必
然

的
に
貫
徹
せ
ざ
る
の
え
な
い
の
に
、
各
要
素
(
ま
た
は
部
門
)
の
増
大
速
度
は
変
化
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
前
者
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
た

だ
ち
に
後
者
が
不
可
避
的
に
生
ず
る
わ
け
で
ほ
な
い
c

も
ち
ろ
ん
、
双
方
に
は
関
連
性
も
あ
る
。
多
少
と
も
長
期
的
な
過
程
を
み
れ
ば
、

拡
大
再
生
産
過
程
は
同
時
に
生
産
力
の
発
展
を
内
包
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
は
白
か
ら
そ
の
急
速
な
増
大

過
程
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
関
連
性
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
の
区
別
を
看
過
し
、

双
方
を
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

〈
何
回
)
『
全
集
』
第
一
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、
六
九
ペ
ー
ジ
(
訳
、
八

0
ペ
ー
ジ
)
@
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H
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H凶
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}
q
A
5
H
Wロ
g
g
y
c
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E
n
F
S
息
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的
富
田
吋
岡
田
島
市
ロ
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関
目
立
S
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g
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資
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論
成
立
史
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O
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・
平
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・
安
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法
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版
〉
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分
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、
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一
一
ペ
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ジ
)
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ずミ

レ
l
ニ
ン
の
見
解
で
検
討
し
て
お
く
べ
き
も
う
一
つ
の
点
は
、
搾
取
の
条
件
と
実
現
の
条
件
に
関
す
る
『
資
本
論
』
第
三
部
に
お
け
る

文
章
と
「
再
生
産
論
」
と
の
関
連
を
、
当
面
の
視
点
か
ら
ど
う
把
握
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
第
三
部
」
で
は
、
搾
取
の
条
件
と
搾
取
の
実
現
の
条
件
と
は
一
致
せ
ず
、
前
者
は
社
会
の
生
産
力
で
制
限
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
に
、

後
者
は
、
生
産
部
門
聞
の
均
衡
関
係
お
よ
び
社
会
の
消
費
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

Q

レ
l
ニ
ン
は
、
「
第
三
部
」

に
お
け
る
右
の
文
章
に
関
す
る
ト
ウ
ガ
ン
の
解
釈
を
批
判
し
て
い
う
(
ゴ
チ
ッ
ク
は
水
谷
〉
。

引
用
問
「
ト
ウ
ガ
ン
氏
は
、

こ
の
一
百
葉
(
「
搾
取
の
実
現
条
件
は
諸
部
門
間
の
比
率
性
と
社
会
の
消
費
カ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
」
と
い
う
叙
述
i

l
水
谷
〉
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

『
国
民
的
生
産
の
配
分
が
均
衡
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、

生
産
物
の
販
売
の
可
能
性

は
ま
だ
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
、
生
産
の
配
分
が
均
衡
を
え
て
い
て
も
、
生
産
物
は
自
分
の
た
め
に
市
場
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で

き
な
い
、
・
:
』
と
。
い
や
、
こ
の
言
葉
の
意
味
は
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
第
二
部
で
の
べ
ら
れ
た
実
現
理
論
に
対
す
る
な
ん
ら
か

の
修
正
を
こ
の
言
葉
の
う
ち
に
み
る
べ
き
根
拠
は
、
少
し
も
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
は
、
:
:
:
生
産
を
無
制
限
に
拡
張
し
よ
う
と
す

る
志
向
と
制
限
さ
れ
た
消
費
の
必
然
性
(
:
)
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
を
確
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
/
・
・
:
『
社
会
の
消
費
力
』
と
『
相

異
な
る
生
産
部
門
聞
の
均
衡
性
』
、

1
1
1
こ
れ
は
決
し
て
、
個
々
の
自
立
し
た
、
相
互
に
関
連
の
な
い
条
件
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

(

釘

)

消
費
の
一
定
の
状
態
は
均
衡
性
の
一
要
素
で
あ
る
」

c

ち
な
み
に
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
部
門
聞
の
均
衡
関
係
と
社
会
の
消
費
力
に
関
す
る
右
の
ト
ウ
ガ
ン
の
解
釈
を
支
持
し
、
レ

I
ニ
ン
を

(
伺
)

批
判
し
て
い
る
。
均
衡
概
念
を
最
後
ま
で
維
持
す
る
限
り
、
そ
こ
に
生
産
と
消
費
の
均
衡
が
含
ま
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
双
方
を
つ

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
虜
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
(
後
編
)

七
七



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
)

(
門
別
)

ね
に
相
関
的
な
も
の
と
み
る
の
は
正
し
く
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
?

七
/¥ 

ト
ウ
ガ
ン
は
、
部
門
間
の
均
衡
関
係
と
社
会
的
消
費
力
と
を
、
実
現
制
約
の
相
関
的
関
連
と
解
さ
ず
、
不
均
衡
と
消
費
力
の
不
足
と
を

「
販
売
不
振
の
独
立
し
た
原
因
」
あ
る
い
は
相
反
す
る
関
連
と
の
み
解
し
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
実
現
理
論
は
部
門
間
の
均
衡
関
係
の
分
析

と
一
致
し
消
費
力
不
足
の
考
察
と
は
相
反
す
る
と
考
え
、

こ
の
占
山
に
、

「
第
二
部
」
と
「
第
三
部
」
と
の
矛
盾
を
発
見
し
た
の
で
あ
る

(
本
稿
五
八
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

個
人
的
消
費
を
、
部
門
間
均
衡
の
一
要
素
と
と
ら
え
る
ば
あ
い
に
は
、
こ
の
均
衡
の
維
持
は
、

一
面
で
は
、
生
産
的
需
要
と
個
人
的
需

要
と
の
一
致
や
生
活
手
段
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
ふ
く
む
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
反
面
で
は
、
こ
の
均
衡
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ

る
構
成
要
素
の
た
え
ざ
る
不
均
衡
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
過
程
と
し
て
も
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
右
の
諸
要
素
の
不
断

の
不
均
衡
な
り
対
立
の
詰
過
程
の
な
か
に
、
傾
向
と
し
て
、

一
定
の
比
率
性
な
り
均
衡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
第
二
部
第
三
篇
」
で
、
部
門
間
の
均
衡
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
の
対
象
を
純
粋
に
分
析
す
る
た
め
の
手
続
き
と
し
て
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
理
論
は
、
現
実
的
過
程
に
お
け
る
生
産
と
「
消
費
」
の
不
一
致
を
始
め
、
部
門
聞
の
不
均

衡
を
少
し
も
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
部
門
聞
の
比
率
性
と
個
人
的
消
費
と
を
実
現
制
約
の
相
反
す
る
関
連
に
お
い
て

の
み
と
ら
え
、

「
再
生
産
論
」
と
「
第
三
部
第
三
篇
」
の
前
掲
叙
述
と
の
あ
い
だ
に
矛
盾
が
あ
る
と
し
た
ト
ウ
ガ
ン
に
こ
そ
、
誤
り
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
突
い
た
レ

i
ニ
ン
の
方
が
正
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
レ

l
ニ
ン
が
「
消
費
も
均
衡
の
一

要
素
だ
」
と
し
て
ト
ウ
ガ
ン
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
!
の
い
う
よ
う
に
、
レ

l
ニ
ン
が
前
述
し
た
限
り
で
の

二
要
因
の
対
立
面
を
看
過
し
て
い
た
こ
と
に
は
少
し
も
な
ら
な
い
。
彼
は
、
不
均
衡
を
通
じ
て
均
衡
が
実
現
さ
れ
る
点
に
も
、
実
現
理
論

に
お
け
る
矛
盾
の
意
味
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
引
用
文
か
ら
明
白
で
あ
る
。



実
現
の
制
約
と
い
う
面
に
お
け
る
部
門
聞
の
比
率
性
と
個
人
的
消
費
と
の
関
係
は
、

一
面
で
は
レ

i
ニ
ン
の
指
摘
し
た
と
お
り
、

一寸

消

費
の
一
定
の
状
態
は
均
衡
性
の
一
要
素
」
だ
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、

「
消
費
」
は
単
な
る
一
要
素
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
最
終

的
、
基
礎
的
要
素
だ
と
い
う
関
連
を
有
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
部
門
間
の
比
率
性
が
不
均
衡
な
ば
あ
い
に
は
、
部
門
出
で
商
品
の
過
不
足

-J実
現
の
困
難
が
生
ず
る
と
い
う
点
で
は
、
比
率
性
は
実
現
制
約
の
一
般
的
条
件
と
い
え
る

Q

他
方
、
社
会
の
個
人
的
消
費
力
は
本
質
的

に
は
利
潤
率
に
制
約
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
ど
の
商
品
も
結
局
、
個
人
的
消
費
と
結
び
つ
い
て
そ
れ
ら
を
終
点
に
し
て
い
る
点
で
、
実
現

を
制
限
す
る
最
終
的
で
基
礎
的
な
条
件
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
実
現
に
対
す
る
個
人
的
消
費
制
限
の
意
義
は
、
こ
の
契
機
が
部
門
間
の
比
率
性
の
一
要
素
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
生
産
力
の
無
制
限
的
発
展
衝
動
に
対
し
て
、
利
潤
率
に
規
定
さ
れ
た
個
人
的
消
費
制
限
は
、
右
の
生
産
拡
張
へ
の
最
終
的
な
基

礎
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
全
般
的
恐
慌
・
全
面
的
な
資
本
の
減
価
と
価
値
破
壊
の
究
極
的
基
礎
と

し
て
扱
わ
れ
る
右
の
制
限
に
関
す
る
問
題
は
、
単
な
る
部
門
間
均
衡
の
一
要
素
と
い
う
側
面
を
こ
え
た
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
第
三

(
勾
〉

部
」
で
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

さ
き
ほ
ど
の
レ

i
ニ
ン
の
引
用
文
で
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
、
恐
慌
の
究
極
的
根
拠
と
い
う
視
角
か
ら
取
扱
わ
れ
る
生

産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
に
関
す
る
問
問
題
は
、
実
現
理
論
で
解
明
さ
れ
て
い
て
「
第
三
部
一
で
は
そ
の
解
明
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

ぃ
、
と
い
う
把
握
が
う
か
が
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
(
前
篇
第
一
一
一
節
也
、
こ
の
問
題
は
、
実
現
理
論
に

お
い
て
で
は
な
く
、

「
第
三
一
部
」
で
始
め
て
固
有
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
第
三
部
」
に
お
け
る
例
の
搾
取
の
実
現
条
件
に
関
す
る
叙
述
の
う
ち
に
、

「
実
現
理
論
へ
の
な
ん
ら
か
の
修
正
を
み

る
べ
き
根
拠
は
少
し
も
な
い
」
と
い
う
主
張
も
、

つ
ぎ
の
意
味
I

1
部
門
聞
の
比
率
性
と
社
会
の
消
費
力
は
い
か
な
る
関
連
で
実
現
を
制

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
〈
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
〉
に
つ
い
て
ハ
後
編
)

七
九



生

産

と

「

消

費

」

の

矛

盾

ハ

い

わ

ゆ

る

内

在

的

矛

盾

〉

に

つ

い

て

(

後

編

〉

八

O

約
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
す
で
に
実
現
理
論
で
生
産
と
「
消
費
L

の
矛
盾
と
し
て
解
明
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
「
第
一
一
一
部
」
の

既
述
の
叙
述
に
右
の
解
明
を
修
正
す
べ
き
根
拠
は
な
い
、
と
い
う
意
味
ー
ー
で
い
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
様
に
肯
定
で
き
な
い
。
さ

ら
に
、
右
の
修
正
と
い
う
意
味
が
訂
正
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
よ
り
進
ん
だ
説
明
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

な
お

さ
ら
肯
定
で
き
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人
的
消
費
は
利
潤
率
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
る
の
か
、
労
働
者
階
級
の
消
費
は
そ

の
他
の
収
入
諸
形
態
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
つ
つ
生
産
拡
張
へ
の
制
限
を
な
す
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、

(ω
〉

さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
第
三
一
部
」
以
降
で
明
ら
か
に

(
日
出
)
『
全
集
』
第
四
巻
、
四
四
ペ
ー
ジ
(
訳
、
五
五
ペ
ー
ジ
〉
。

(
必
〉
前
掲
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
l
円
資
本
論
成
立
史
』
五
六
三
ペ
ー
ジ
(
訳
、
七
一
四
ペ
ー
ジ
)
@

(
門
出
〉
前
掲
、
五
六
三
|
五
六
五
ペ
ー
ジ
(
訳
、
七
一
一
凶

i
七
一
七
ペ
ー
ジ

Y

(
川
崎
)
こ
の
言
葉
を
ふ
く
む
ト
ウ
ガ
ン
の
文
章
は
、
本
稿
第
二
節
の
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
@

(
州
知
)
マ
ル
ク
ス
の
つ
ぎ
の
叙
述
に
は
、
部
門
間
の
均
衡
関
係
と
個
人
的
消
費
の
意
義
に
関
す
る
以
上
の
理
解
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
解
し
う
る
。

「
全
社
会
が
、
た
だ
産
業
資
本
家
と
賃
労
働
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
み
よ
う
@
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
価
格
変
動
、
す
な
わ

ち
、
総
資
本
の
大
き
な
部
分
が
そ
の
平
均
的
な
割
合
で
補
填
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
、
ま
た
こ
と
に
信
用
に
よ
っ
て
発
展
す
る
再
生
産
過
程

全
体
の
一
般
的
関
連
の
も
と
で
は
、
つ
ね
に
一
時
的
な
一
般
的
停
滞
を
ひ
き
起
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
、
価
格
変
動
は
無
視
す
る
こ
と
に
し
よ

う
@
そ
う
す
れ
ば
、
恐
慌
は
、
た
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
に
お
け
る
生
産
の
不
均
衡
だ
け
か
ら
、
ま
た
、
資
本
家
た
ち
自
身
の
消
費
と
彼
ら
の
蓄
積

と
の
あ
い
だ
の
不
均
衡
だ
け
か
ら
、
説
明
さ
れ
う
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
生
産
に
摂
下
さ
れ
て
い
る
資
本
の
補
填
の
大

き
な
部
分
は
、
生
産
的
で
な
い
諸
階
級
の
消
費
能
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
他
方
、
労
働
者
た
ち
の
消
費
能
力
は
、
ひ
と
つ
に
は
労
賃

の
諸
法
則
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
に
は
、
彼
ら
は
資
本
家
階
級
の
た
め
に
利
潤
を
も
た
ら
す
よ
う
に
充
用
さ
れ
う
る
限
り
で
し
か
充

用
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
@
す
べ
て
の
現
実
の
恐
慌
の
究
極
の
根
拠
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
資
本
主
義
的
生

産
の
衡
動
に
対
比
し
て
の
、
す
な
わ
ち
、
あ
た
か
も
そ
の
限
界
を
な
す
の
は
た
だ
社
会
の
絶
対
的
な
消
費
能
力
だ
け
で
あ
る
か
の
よ
う
に
生
産
力
を

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
衝
動
に
対
比
し
て
の
、
大
衆
の
窮
乏
と
消
費
制
限
な
の
で
あ
る
(
戸
戸
田

-gGISM-
訳
、
六
一
八

i
九
ペ
ー
ジ
〉
@



(
印
)
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
「
第
二
部
」
と
「
第
三
部
」
に
矛
盾
は
な
い
と
い
う
レ
!
ニ
ン
の
主
張
を
肯
定
し
た
の
ち
、

る。
「
そ
れ
に
し
て
も
、
第
一
一
一
巻
の
詳
論
は
、
第
二
巻
の
分
析
の
い
っ
そ
う
進
ん
だ
段
階
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
問
題
だ
っ
た
の
は
:
:
:
恐
慌

と
資
本
主
義
に
内
在
的
な
崩
壊
傾
向
と
の
分
析
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
然
、
再
生
産
表
式
お
よ
び
第
二
巻
の
分
析
は
け
っ
し
て
た

だ
そ
れ
だ
け
で
実
現
理
論
の
『
完
全
な
解
明
』
を
与
え
う
る
も
の
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
論
や
崩
壊
理
論
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
は
じ
め
て

実
現
理
論
の
宮
兄
全
な
解
明
』
を
与
え
う
る
の
だ
、
と
い
う
結
論
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
基
本
的
な
認
識
を
見
落
し
た
点
に
こ
そ
、

レ
!
ニ
ン
の
実
現
理
論
の
最
大
の
欠
陥
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
前
掲
、
五
六
九
ペ
ー
ジ
、
訳
、
七
一
一
一
1
4
4
1

七
二
二
ペ
ー
ジ
〉
@

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
が
「
第
二
部
」
の
対
象
で
な
い
と
い
う
限
り
で
は
、
こ
の
主
張
は
拙
論
の
見
地
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
実
現
理
論
の

あ
る
べ
き
範
囲
と
性
格
に
つ
い
て
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
実
現
理
論
は
、
恐
慌
論
や
崩
壊
論
と
一
諸
に
な
っ
て
は
じ
め
て

完
全
な
解
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
現
理
論
が
恐
慌
や
崩
壊
傾
向
の
分
析
を
そ
の
範
屈
に
含
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
は
、
実
現

理
論
に
お
け
る
「
実
現
」
を
、
マ
ル
ク
ス
や
レ

l
ニ
ン
と
は
異
っ
て
、
販
売
と
と
ら
え
、
し
か
も
、
実
現
理
論
の
性
格
を
均
衡
論
的
に
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
理
論
の
領
域
を
右
の
よ
う
に
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
再
生
産
論
」
で
正
確
に
提
起
さ
れ
た
課
題

と
対
象
は
レ
l
ニ
ン
の
い
う
と
お
り
、
そ
こ
で
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

む
す
び
に
か
え
て

レ
i
ニ
ン
は
、
多
く
の
ぱ
あ
い
、

「
再
生
産
論
」
の
課
題
と
内
容
を
的
確
に
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
往
々
、
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾

の
不
可
避
性
が
マ
ル
ク
ス
の
表
式
的
説
明
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
と
主
張
し
た
り
、

「
再
生
産
論
」
の
意
義
の
一
つ
は
こ
の
「
矛
盾
」
を
前

面
に
押
出
し
て
そ
れ
が
い
か
に
実
現
さ
れ
る
か
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
と
か
、

『
資
本
論
』
第
一
一
一
部
第
一
五
章
に
お
け
る
「
矛
盾
」
に
関

す
る
叙
述
で
は
こ
の
「
矛
盾
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
〈
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
〉

j¥、



生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
(
い
わ
ゆ
る
内
在
的
矛
盾
)
に
つ
い
て
(
後
編
〉

i¥. 

こ
う
し
た
主
張
は
、
「
再
生
産
論
」
の
課
題
と
意
義
を
拡
張
し
す
ぎ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
右
の
主
張
の
主
要
な
内
容
|
|
た
と
え
ば
、

生
産
手
段
の
先
行
的
拡
大
法
則
自
身
を
生
産
と
「
消
費
」
の
矛
盾
あ
る
い
は
そ
の
あ
り
か
た
と
す
る
と
い
う
見
解
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た

ー
ー
と
と
も
に
支
持
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
本
稿
の
ご
く
一
般
的
な
結
論
で
あ
る
。

彼
の
右
の
主
張
は
、
九

0
年
代
に
お
け
る
ロ
シ
ヤ
資
本
主
義
論
争
の
前
半
期
、
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
の
批
判
に
主
力
が
注
が
れ
た
時
期
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ト
ウ
ガ
ン
ら
合
法
マ
ル
ク
ス
主
義
者
た
ち
会
批
判

す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
半
の
時
期
に
お
い
て
で
あ
る
。

ト
ウ
ガ
ン
ら
は
、
「
再
生
崖
論
」
を
生
産
と
消
費
の
均
情
理
論
と
と
ら
え
、
こ
の
理

論
と
「
第
三
部
第
一
五
章
」
の
叙
述
と
は
矛
盾
す
る
も
の
だ
と
し
て
レ

l
ニ
ン
を
批
判
し
た
。
そ
こ
で
、

「
川
町
生
産
論
一
は
生
産
と
「
消

費
」
の
矛
盾
を
少
し
も
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
彼
ら
を
反
批
判
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
、
レ

I
ニ
ン

の
あ
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
さ
せ
る
ひ
き
が
ね
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
れ
ば
、
彼
の
見
解
は
、
ト
ウ
ガ
ン
ら
の
批

刊
に
さ
い
し
て
派
生
し
た
一
種
の
「
勇
み
足
」
的
な
誤
り
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

に
部
わ
る
指
摘
の
あ
と
で
、

他
方
、
彼
の
見
解
を
も
た
、
り
し
た
主
要
な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
?
、
そ
れ
は
、
『
資
本
論
』
第
二
部
の
一
叙
述

l
l「
矛
盾
」

「
こ
れ
は
次
篇
で
始
め
て
問
題
に
な
る
」
と
記
さ
れ
た
注
意
書
き
的
な
叙
述
〈
第
二
篇
第
一
章
、
注
三
二

v
l

を
み
、
こ
れ
を
し
て
、
「
第
三
篇
」
は
「
矛
盾
」
の
考
察
を
行
う
指
摘
だ
と
解
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
ず
J

え
ら
れ
る
へ
彼
が
こ
の

よ
う
に
解
し
た
こ
と
は
、
右
の
叙
述
の
利
用
に
関
し
て
、
ダ
ニ
エ
リ
ソ
ン
を
批
判
し
た
文
章
〈
引
用
l
、

3
Vに
も
示
さ
れ
て
い
る
)
。

だ
が
、
こ
う
し
た
解
釈
が
的
は
ず
れ
だ
と
い
う
こ
と
は
、
前
篇
第
三
節
で
詳
論
し
た
よ
う
に
、
第
-
一
部
原
稿
の
オ
リ
ジ
す
ル
テ
ク
ス
ト

(
第
一
稿
、
第
二
稿
)
の
比
較
考
証
面
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

レ
I
ニ
ン
の
ば
あ
い
に
は
、
さ
き
の
叙
述
部
分
だ
け
を
本

文
か
ら
切
離
し
て
注
へ
移
行
し
た
現
行
版
だ
け
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
情
や
、

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ



と
か
、
り
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
面
も
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
彼
の
見
解
は
、
わ
が
国
で
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
、
今
日
も
な
お
、
有
力
な
見
解
と
し
て
再
生
産
さ

れ
て
い
る
。

い
な
、
単
に
再
生
産
さ
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
誤
り
や
読
み
込
み
を
ふ
く
ん
だ
か
た
ち
で
拡
大
再
生
産
さ

れ
、
現
状
分
析
あ
る
い
は
一
回
資
本
主
義
分
析
へ
の
理
論
の
応
用
と
い
う
面
に
も
、
逆
の
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
わ
が

国
の
こ
う
し
た
見
解
の
主
発
点
と
な
っ
た
彼
の
見
解
を
、
こ
れ
ま
で
に
え
ら
れ
た
研
究
成
果
に
よ
り
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
お
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
拙
論
が
、
理
論
の
体
系
的
把
握
と
そ
の
応
用
に
お
け
る
「
再
生
産
論
」
の
意
義
と
限
度
と
を
正
し
く
把
え
る
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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